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活
発
な
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
、
７
月
３
日
夜
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
県
内
で
初
め
て
大
雨

特
別
警
報
を
発
令
す
る
ほ
ど
の
規
模
と
な
り
、
市
で
は
、
８
日
ま
で
に
板
取
地
域
で
総
雨
量
９
０
８

ミ
リ
を
記
録
す
る
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
上
之
保
地
域
、
武
儀
地
域
、
富
野
地
域
な
ど
で
は
、
８
日

未
明
、
津
保
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
家
屋
や
道
路
、
車
両
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
飲
み
込
ん
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

▼　崩落した道路（上之保）

▼　川の水がここまで（上之保） ▼　濁流に流され横転した車（上之保）

▲　倒壊した家屋（上之保）

　
こ
の
た
び
の
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
自
治
体
や
団
体
、
企

業
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
津
保

川
が
氾
濫
し
、
上
之
保
地
域
、
武
儀
地
域
、
富
野

地
域
を
中
心
に
浸
水
害
や
家
屋
の
倒
壊
、
車
両
損

壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
に
加
え
、　
尊
い

人
命
ま
で
も
失
う
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　
人
命
を
最
優
先
に
、
市
長
と
し
て
対
応
に
あ
た

り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
避
難
情
報
を
的
確
に

発
令
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
対
応
に
つ

い
て
十
分
に
検
証
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
。

　
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
日
も
早

く
こ
れ
ま
で
の
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
に
、

市
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
復
興
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
、
未
来
へ
一
歩

一
歩
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
30
年
7
月
豪
雨
　
復
興
に
向
け
て

関
市
長
　
尾
関
　
健
治
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▼　なぎ倒されたカーブミラー（下之保）

▲　根元から砕け落ちた電柱（上之保）

▲　倒壊した家屋（上之保）

▲　道路一面に広がる濁流（神野）

▲　濁流に流された側溝の蓋（神野）

▼　浸水の被害を受けた家屋（上之保）

▼　めくれた道路のアスファルト（上之保）

▼　橋の上には大量の流木が（上之保）
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復興への歩み、一歩ずつ

　

日
赤
川
合
分
団
は
、
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
７
月
８

日
（
日
）
か
ら
、
上
之
保
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
者
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ま
の
た
め
の
食
事
を
調
理
し
て

い
ま
す
。
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で

１
度
の
食
事
で
調
理
す
る
量
は
、

２
５
０
食
～
３
０
０
食
。
み
そ

汁
や
お
に
ぎ
り
以
外
に
、
独
自

の
メ
ニ
ュ
ー
で
カ
レ
ー
も
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
加
藤
恵
津
子
さ
ん
は
、

「
毎
食
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
は
飽

き
て
し
ま
う
。
地
域
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、色
々

考
え
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
す
。

食
材
の
支
援
も
い
た
だ
け
た
の

で
、
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。」
と
や
る
気

に
満
ち
た
表
情
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
豪
雨
被
害
の
大
き
か
っ
た
上
之
保
地

域
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
が

存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
連
合
会
上
之
保
支
部
長
の

長
尾
始
さ
ん
は
、「
被
害
の
少
な
か
っ

た
地
区
の
人
が
全
員
で
助
け
に
き
て
く

れ
、
被
災
後
数
日
で
み
る
み
る
片
付
け

が
進
ん
で
い
る
。
地
域
の
ひ
と
び
と
の

結
び
つ
き
の
強
さ
の
お
か
げ
で
す
。」

と
、
温
か
い
心
、
思
い
や
り
が
復
興
の

チ
カ
ラ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り

チ
カ
ラ
に

「
心
と
か
ら
だ
の

笑
顔
」か
ら

04

④家族で話し合う

②避難場所や避難経路を確認する



広報せき 2018.805

ハザード
　　マップ

　平成30年7月豪雨で被害に遭われた市民の皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
　水害によって住宅、家財などで著しい損害を被った世帯などに対しては、市県民税、固定資産税、都市計画
税、国民健康保険税、上・下水道料、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、障害福祉サービス利用
料、有線放送使用料の減免、国民年金保険料の免除などが受けられる場合があります。
　また、生活再建のための支援金として、被災者生活再建支援金や災害援護資金などの制度がありますので、
該当すると思われる方は各担当課までお尋ねください。

■市県民税、固定資産税、都市計画税【税務課☎23-8769・23-7757】
■国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、国民年金保険料【保険年金課☎23-7701】
■上・下水道料【水道課☎23-7707】
■介護保険料【高齢福祉課☎23-7730】
■保育料【子ども家庭課☎23-8965】
■障害福祉サービス利用料、被災者生活再建支援金、災害援護資金【福祉政策課☎23-9032】
■有線放送使用料【行政情報課電子情報室☎23-7712】

被災された皆さまへ

災害への備え【風水害対策】

①自宅周辺の災害危険度を知る

　地域における災害の危険度
を示すハザードマップを参照
し、水害や土砂災害の発生が
予想される箇所をあらかじめ把
握しましょう。

③気象情報や防災情報に敏感になる
　気象庁から発表される気象情報や県・市が発
令する情報を収集し、周囲の状況の変化に注意し
ましょう。いつでも避難でき
る準備を整え、市が発令す
る避難情報にしたがってす
みやかに行動しましょう。

風水害による被害を最小限に抑えるため、風水害における正しい知識や行動を身につけ、いざとい
うときに「自ら危険を察知して自分の命を守る」ことができる能力を日頃から養っておきましょう。

⑤危険が迫る前に早めに避難する
　避難情報が発令されていない場合でも、土地の
地形や降雨状況によって突然危険となることがある
ため、早めに自主避難することも必要です。夜間や
道路が冠水しているときなど避難場所までの移動
が危険な場合は、自宅の2階や高い場所へ避難を
する「垂直避難」が命を守る大切な行動です。

④家族で話し合う

定期的に避難場所や避難経路を家族で
話題にし、避難する際の持ち物や家族
の連絡体制について
確認しましょう。

②避難場所や避難経路を確認する

　自主防災会や家族で決めて
いる避難場所、避難経路を実
際に歩いてみて、危険箇所がな
いか確認しましょう。

関市あんしんメール
　避難勧告などの防災情報、気象情報、防犯情報、
イベント・行事情報などを「関市あんしんメール」で
配信しています。災害などの情報を、いち早く文字で
知ることで被害軽減に役立てましょう。

携帯電話、パソコンのアドレスで登録できます。
https://service.sugumail.com/seki-anshin/

◆照会先　危機管理課　☎23-7736

平成30年7月豪雨災害「義援金」の受付について
被災された方々を支援するため、義援金を受け付けています。皆さまの温かいご支援とご協力をお願いします。
■受付期間　9月28日（金）まで　　■受付場所　福祉政策課、西部支所、各地域事務所
■受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日を除く） 照会先 福祉政策課　☎23-9031



　平成３０年６月１８日に大阪府北部で発生した地震では、小学生が倒れたブロック塀の下敷きになって亡くなられ
ました。平成２８年４月に発生した熊本地震においてもブロック塀の倒壊により、多数の死傷者が出ています。
　正しく施工されていないブロック塀や、老朽化したブロック塀は、地震時に倒壊して、通行人に危害を及ぼすおそ
れがあるだけでなく、避難・救援活動の妨げになる可能性がありますので、日頃から所有者の責任による適切な
管理が必要です。

　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。
　まず外観で1～5をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。

１．塀は高すぎないか
・ 塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か

２．塀の厚さは十分か
・ 塀の厚さは10㎝以上か（塀の高さが2ｍ超2.2ｍ以下）
の場合は15㎝以上）

３．控え壁はあるか（塀の高さが1.2ｍ超の場合）
・ 塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した
控え壁があるか

４．基礎があるか
・ コンクリートの基礎があるか

５．塀は健全か
・ 塀に傾き、ひび割れはないか

＜専門家に相談しましょう＞
６．塀に鉄筋は入っているか
・ 塀の中に直径9㎜以上の鉄筋が、縦横とも80㎝間隔以下
で配筋されており、縦横は壁頂部及び基礎の横筋に、
横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか

・ 基礎の根入れ深さは30㎝以上か（塀の高さが1.2ｍ超の
場合）

中濃建築事務所　℡0574-25-3111（内線333）、都市計画課　℡23-7981

１．対象となるブロック塀等
・道路に面し、塀から道路境界線までの距離が、その塀の高さ以内であること。
・道路面から80cm以上、かつ、基礎を除く部分が60cm以上であること。
　（敷地と道路の高さが異なる場合は別の扱い）
・道路に面する部分の全てが撤去されること。

２．交付の条件
・市税等の滞納がないこと。
・撤去にあたり、他の補助金、助成金等を受けていないこと。
・撤去後に、同じ場所に再びブロック塀等を設置しないこと。

３．補助対象経費と補助金額
①補助対象経費は、次のいずれか少ない額の1/2 ※詳しくは市ホームページでご確認いただくか、

（ア）撤去に要した経費（廃棄等の経費を含む） 　都市計画課にお問い合わせください。

（イ）ブロック塀等の面積に10,000円／㎡を乗じた額
②補助金額　300,000円以内
③同一の土地には1回限り交付

都市計画課　℡23-7981照会先

照会先

ブロック塀等の撤去費を補助します 

お宅のブロック塀は大丈夫ですか？ 

チェックポイント 

※組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀の場合は基

準が異なりますのでお問い合わせください。 

Ｎｅｗ 

補助の期間 
  平成30年7月13日から 
  平成32年3月末日まで 
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　市では昭和５６年５月以前に着工した住宅に対する耐震診断および耐震改修工事について補助制度を設けていま
す。地震等による家屋の倒壊から生命・財産を守るため、ぜひご利用ください。

　空き家の所有者などを対象に、適正管理や活用(売買・賃貸)、解体などさまざまな相談をお受けします。

●耐震診断、耐震補強工事の申し込みについて

●平成１２年以前に着工した木造住宅の耐震性能について

●住宅の簡易耐震診断について

●空き家を売りたい、貸したい

●空き家をリフォームしたい

●空き家の管理をどうしたらいいか

●空き家を壊したい　など

・対  象  者　市内に木造住宅を所有されている方
・申し込み　不要
・相  談  員　（一社）岐阜県建築士事務所協会
　　　　　　中濃支部　耐震相談士

・対  象  者　市内に空き家を所有されている方とそのご家族。
・申し込み　８月１日（水）より電話で都市計画課まで。先着順。
　　　　　 （☎23-7812）平日8時30分から午後5時15分　
・相  談  員　岐阜県住宅供給公社内「空き家・すまい総合相談室」の相談員

木造住宅＆空き家 無料相談会

日　時

場　所

木造住宅耐震相談

空き家相談

8月29日（水）　午前10時～午後3時

関市役所 １階アトリウム

◆照会先　都市計画課　☎23-7812

災害情報は “関市防災” でチェック

　市では、災害などが発生した場合、市民に周知する情報を市ホームページの「緊急情報」へ

掲載するとともに、リアルタイムに情報をお届けできるよう、Facebook と twitter で配信して

います。

　ぜひ、事前にフォローして災害時の情報ツールとしてご活用ください。

【Facebook】　  関市防災

 https://www.facebook.com/sekibousai/

企画広報課　TEL:0575-23-9261照会先

※facebook の QR コード

（iOS、Android 共通）

【Twitter】　関市防災  【公式】

https://www.twitter.com/seki_bousai

※twitter の QR コード

（iOS、Android 共通）

スマホやタブレットで を情 報 収 集
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照 会 先

～まちのタワーをつくろう～セキパズルタワー

まちのタワーを作ります。
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照 会 先

～まちのタワーをつくろう～セキパズルタワー

まちのタワーを作ります。
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◆照会先　企画広報課　☎23-9290

10

８月は、夏休みやお盆など、
家族、親せきが集まることが多い季節です。

皆が顔をそろえる機会に、
家族の「これから」について話しませんか？

広報せき 2018.8

◆
対
象
者

　
関
市
に
転
入
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る
子
育
て
世
帯

◆
応
援
金
の
額
な
ど

　
①
新
築
住
宅
・
建
売
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

　
　
／
30
万
円
（
初
回
20
万
円
、
２
年
後
に
10
万
円
）

　
②
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
／
20
万
円

　
③
板
取
・
洞
戸
・
武
儀
・
上
之
保
・
寺
尾
地
区
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

　
　
／
20
万
円
の
加
算

　
④
関
市
立
地
適
正
化
計
画
の
居
住
誘
導
区
域
で
中
古
住
宅
を
取
得
し
、
改
修

　
　
し
た
場
合
／
改
修
費
用
の
1
／
2
を
加
算
（ 

30
万
円
を
限
度
）

　
⑤
市
内
の
事
業
者
で
住
宅
の
購
入
や
中
古
住
宅
の
改
修
を
し
た
場
合

　
　
／
市
内
の
道
の
駅
な
ど
で
使
え
る
3
万
円
分
の
商
品
券

◆
条
件

　
①
関
市
に
Ｈ 

27
年
4
月
1
日
か
ら
Ｈ 

32
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
す
る
こ
と
。

　
　
た
だ
し
、
転
入
の
日
の
前
1
年
以
内
に
関
市
に
住
民
登
録
が
な
い
こ
と
。

　
②
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
。

　
③
Ｈ
 32
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
住
宅
の
所
有
権
登
記
を
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
⑤
転
入
日
、
所
有
権
登
記
日
、
子
ど
も
と
の
同
居
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら

　
　

6
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
。

◆
対
象
者

　
関
市
に
転
入
し
、
親
・
子
・
孫
の
３
世
代
で
同
居
か
隣
居
（
隣
接
す
る
敷
地

　
に
居
住
）
を
始
め
る
世
帯

◆
応
援
金
の
額
な
ど

　
①
3
世
代
の
同
居
ま
た
は
隣
居
／
5
万
円
　

　
②
3
世
代
が
同
居
ま
た
は
隣
居
す
る
住
宅
の
改
修
を
行
っ
た
場
合

　
　
／
改
修
費
用
の
1
／
2
を
加
算
（ 

20
万
円
を
限
度
）

◆
条
件

　
①
3
世
代
世
帯
の
親
ま
た
は
子
・
孫
の
転
入
日
が
Ｈ 

30
年
4
月
1
日
以
降
　

　
　
で
、
転
入
の
日
の
前
1
年
以
内
に
関
市
に
住
民
登
録
が
な
い
こ
と
。

　
②
3
年
以
上
3
世
代
の
同
居
ま
た
は
隣
居
を
継
続
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　
③
3
世
代
世
帯
の
孫
は
18
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

　
④
対
象
住
宅
の
所
有
権
登
記
は
3
世
代
世
帯
の
構
成
員
の
い
ず
れ
か
の
者
の

　
　
名
義
で
あ
る
こ
と
。

　
⑤
3
世
代
世
帯
の
構
成
員
に
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
⑥
改
修
は
、
転
入
日
の
前
後
6
月
以
内
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
⑦
転
入
の
日
、
改
修
費
の
支
払
日
の
そ
れ
ぞ
れ
6
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
。

定住促進奨励金
（SEKIラ・ラ・ライフ応援金）

３世代同居世帯奨励金

Case1

お盆ダヨ！

全員集合家族

定住促進奨励金
3世代同居世帯奨励金



 制度のイメージ図

移住希望者空き家所有者 空き家情報バンク

不動産事業者

空き家登録

情報提供 情報提供

利用申込

物件調査
媒介依頼

空き家情報バンク

利用者の声
武儀下之保の物件の
借主、貸主さんにお話
を伺いました。

合同会社地域と協力の向こう側
代表　中田誠志さん（移住者）
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過
疎
地
域
の
資
源
活
用
と
そ
こ
に
関
わ
る
人
達
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
中
田
さ
ん
は
東
京
か
ら
岐
阜
へ
来
て
8
年
目
に
な
る
移
住

者
で
す
。
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で
出
会
っ
た
物
件
を
活
用
し
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
「
そ
ば
の
カ
フ
ェ
　
お
く
ど
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
　

― 

関
市
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
日
本
の
真
ん
中
、
岐
阜
の
真
ん
中
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
利

便
性
に
加
え
、
協
働
者
や
良
き
理
解
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
事
業

を
行
う
た
め
の
拠
点
と
し
て
関
市
を
選
び
ま
し
た
。

― 

空
き
家
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　
こ
の
物
件
は
大
変
歴
史
の
あ
る
古
民
家
な
の
で
、
建
物
を
適
切

に
保
全
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
内
外
の
人
が
気
軽
に
集

え
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
創
る
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

― 

貸
主
さ
ん
の
想
い
は
？

　
ご
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な
家
で
す
が
、
長
い
間
住
み
手

が
な
く
、
雨
漏
り
な
ど
の
家
の
痛
み
も
で
て
き
て
い
ま
し
た
。
自

分
で
活
用
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
壊
し
て
し
ま
お
う
か
と
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
介
し
て
、
希
望

の
借
り
手
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
家
を
次

世
代
へ
残
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
喜
ん
で
い
ま
す
。

お持ちの空き家を空き家情報バンクに登録することで、移住希望
者や転入者に売買又は賃貸ができます。物件の見学会から契約ま
では、市と連携をしている不動産事業者に媒介の依頼ができるの
で、安心して取引できます。今までの成約率は８割以上！眠って
いる資産をぜひ有効活用してください。

物件調査 見学会実施

賃貸借・売買の交渉・契約 賃貸借・売買の交渉・契約

空き家情報バンク



　新たな農業委員会制度による「農業委員、農地利用最適化推進委員」が、平成２９年７月２０日から委嘱され
１年が経ちます。
　農業の担い手を育成し、その担い手に農地等の利用集積・集約化を進めるとともに、遊休農地の発生を防止
するなどの活動が、ますます重要となったため法改正されました。これまで農業委員は公職選挙法により選出さ
れてきましたが、新しく設けられた農地利用最適化推進委員とともに地域からの推薦などで選ばれています。
　関市農業委員会では、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」を平成２９年９月に策定し、農地等の
利用の適正化の推進が最も重要と位置づけました。また、平地から中山間地まで広がる市域において、農地の
利用状況や営農類型は異なり、地域の実態に応じた取り組みの推進、対策の強化を図ることが求められていま
す。指針では、地域の強みを活かしながら、活力ある農業・農村を築くため、農業委員と農地利用最適化推進委
員が連携して、担当区域ごとに「農地等の利用の最適化」を進めていくこととしています。
　農業委員は、これまでどおり農地法に基づき、農地の権利移動、転用についても審議します。

１　委員名簿

◆照会先　農業委員会　☎23-7543

（任期：平成29年7月20日〜平成32年7月19日）

◎会長　○職務代理者

担　当　地　区
農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

氏　　名 住　　所 氏　　名 住　　所

平賀、鋳物師屋、春里、関口
安田　美雄 肥田瀬

小瀬木逸男 平賀町

肥田瀬 兼松　則男 肥田瀬

東田原、西田原、大杉 井戸　恒男 大杉 渡邊　一郎 西田原

上迫間、下迫間、小迫間 川村　信子 西田原 酒井　律人 迫間

神野、上大野、中央
佐藤　平和 小野

山田　彰 神野

志津野、小野、八神 小澤　和明 志津野

稲口、稲河、十六所、神明、巾 遠藤　昭治 春日町 岡田　博 稲口

西本郷、東本郷の一部、円保通、旭ヶ丘、緑町、貸上 野田　卓志 鍛冶町 西村　高行 吉野町

黒屋、塔ノ洞、東本郷の一部 片岡　篤夫 塔ノ洞 石木　一成 黒屋

倉知、桐谷 森　邦彦 倉知 後藤　芳郎 倉知

下有知北部
八木　豊明 下有知

纐纈　一彦 下有知

下有知南部 八代　治郎 下有知

小瀬、新田、福野 杉山　徳成 小瀬 足立　昌人 小瀬

池尻、広見 中村　雅博 広見 片桐　靖晴 池尻

千疋、植野
後藤　三郎 上白金

須田　保彦 千疋

小屋名、上白金 亀山　晃 小屋名

山田、下白金 ○
安田　孝義 山田

山田　鉄男 下白金

保明、戸田、側島 桜井　正志 側島

武儀
富之保、下之保西部

増井　賢一 下之保
長尾　利雄 富之保

中之保、下之保東部 加納　吉廣 中之保

上之保 鳥屋市、行合、明ヶ島、宮脇、川合、船山 土屋　尊史 上之保 波多野幸男 上之保

洞戸 市場、片、菅谷、黒谷、大野、小坂、通元寺、栗原、飛瀬、尾倉、
高賀、阿部、高見、小瀬見

◎
野村　茂 洞戸市場 野村　昭 洞戸栗原

板取
上ケ瀬、老洞、加部、生老、門出、松谷、白谷

日置　香 板取 長屋　孝則 板取
岩本、九蔵、松場、中切、野口、保木口、田口、杉原、杉島、島口、門原、三洞

武芸川
小知野、八幡、高野、跡部 永井　博光 武芸川町跡部 相宮　千秋 武芸川町八幡

平、谷口、宇多院 岩田　幸子 武芸川町跡部 田内　重敏 武芸川町宇多院

動きはじめた、新しい農業委員、
農地利用最適化推進委員
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（1）遊休農地の発生防止に向けて
①農地の利用状況調査と利用意向調査を実施
　農業委員と農地利用最適化推進委員は、担当制又はチーム制により、農地の利用状況調査と利用意向調査に
ついて協議・検討しながら実施します。
　なお、違反転用の発生防止・早期発見や、農地の適正な利用の確認に関する農地パトロールは、従来通り適
宜実施します。

（2）担い手への農地利用の集積・集約化に向けて
①「人・農地プラン」の見直しについて
　地域における農業の担い手や農地に関する課題を解決するため、農業者等による話合いを通じて実現可能
性のある「人・農地プラン」を作成しています。見直しが必要となった際には主体的に取り組みます。
②農地の出し手と受け手の意向を踏まえた利用権設定について
　地域の状況と担い手の意向も踏まえながら、農地の集約化のための利用調整・交換と利用権の設定を推進し
ます。
　また、中山間地域等の農地の区画・形状が悪く、受け手が少ない又は受け手がいない地域では、農地中間管
理機構※1による簡易な基盤整備事業の活用と併せて集落営農の組織化・法人化、新規参入の受入れなど、地
域に応じた取り組みを推進します。

２　具体的な推進活動

　「広報せき」の配信に７言語対応や音声読み上げ機能

を搭載した、言語デジタルブック閲覧ソフト「カタログ
ポケット」を導入しました。いつでもどこでも気軽に「広
報せき」を楽しんでいただけます。ぜひ、ご利用ください。

【主な機能】

  ①テキストをタップすることで簡単に文字を拡大

  ②自動音声読み上げ（※スマートフォンアプリ版のみ）

  ③多言語に対応（英語、中国語繁体字・簡体字、韓国語、

　  タイ語、ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語）

※アプリはこちらから

（iOS、Android 共通）

　
企画広報課　TEL:0575-23-9261照会先

画面をタップ
すると文字が
拡大表示され
ます。　「広報せき」の配信に７言語対応や音声読み上げ機能

を搭載した、言語デジタルブック閲覧ソフト「カタログ
ポケット」を導入しました。いつでもどこでも気軽に「広
報せき」を楽しんでいただけます。ぜひ、ご利用ください。

【主な機能】

  ①テキストをタップすることで簡単に文字を拡大

  ②自動音声読み上げ（※スマートフォンアプリ版のみ）

  ③多言語に対応（英語、中国語繁体字・簡体字、韓国語、

　  タイ語、ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語）

※アプリはこちらから

（iOS、Android 共通）

　
企画広報課　TEL:0575-23-9261照会先

画面をタップ
すると文字が
拡大表示され
ます。

画面をタップ
すると文字が
拡大表示され
ます。
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※1　農地中間管理機構
　担い手への農地利用の集積・集約化を推進し、農地の有効活用の継続や農業
経営の効率化を進めるために都道府県に一つ設置されています。
　岐阜県では、一般社団法人岐阜県農畜産公社（農地部）がその任務にあたって
います。

　これからも農業委員、農地利用最適化推進委員は、担当地域の農
地が適正に耕作されているかを調査し、地域農業のあり方や地域の
担い手の確保などの課題について協議しながら、市や農業協同組合な
ど関係機関と連携して農業の推進に取り組んでいきます。



①徘徊高齢者探索システム助成事業

⑤緊急時ショートステイ事業

⑥高齢者紙おむつ購入券支給事業

⑦ねたきり高齢者等介護者慰労金事業

④高齢者いきいき住宅改善助成事業

③緊急通報システム事業

②配食サービス事業

◆内　容

◆対象者

◆利　用
　助成金

高齢者の方が徘徊した場合に居場所を探
索して早期発見するための、居場所を知ら
せる機器等初期費用の助成を行います。
徘徊の見られる65歳以上の認知症の方
（40歳以上の介護保険特定疾病対象者
も含む）を介護している方
限度額８,０００円
毎月の利用料金等は対象となりません。

◆内　容

◆対象者

◆利用期間
◆利用料金

緊急に保護を必要とする虚弱な高齢者
の方を一時的に預かります。
一時的に養護を必要とする65歳以上の
方で、虚弱な高齢者、または要介護認定
者（要支援1～要介護5）
1回の利用につき連続１４日以内
高齢福祉課までお問い合わせください。

◆内　容

◆対象者

◆利用料金

年６万円分の購入券を前期・後期の２回に
分けてお渡しします。
ねたきりまたは重度の認知症で、常に介護
を必要とする６５歳以上で、要介護３以上
の介護認定を受けており、常時おむつを使
用している高齢者を介護している方
年６，０００円（支給額の１割）

◆内　容

◆対象者

◆支給時期

６ヶ月につき３０，０００円の慰労金を支給
します。
・市内に申請時まで引き続き住所を有する
６５歳以上で中重度(要介護４・５)の要介
護者を在宅で常時介護している同一世帯の
主たる介護者
・介護保険のサービスを６ヶ月の間に一度
も利用していない方
・入院が６ヶ月のうちに７日を超えていない
こと
・介護保険料の滞納がないこと
・４月申請（前年１０～３月分）＝８月支給
・１０月申請（４～９月分）＝翌年２月支給

◆内　容

◆対象者
◆利　用
　助成金

高齢者の方が自宅で安全に生活できるよ
う、65歳以上の方の専用居室、浴室、洗面
所、台所、便所など床段差解消や手すりの
取り付けなど住宅改修費の一部を助成しま
す。
介護保険を利用して住宅改修を行う方
工事費の限度額25万円
※所得税課税額に応じて利用者負担が必要、
介護保険の住宅改修制度を優先して利用
（介護保険の対象経費に助成額を加算）

◆内　容

◆対象者

◆利用料金

急病などの場合に、通報装置またはペン
ダントの「非常ボタン」を押すと、消防署
を通じてあらかじめ登録された協力員へ
連絡が入ります。一般固定電話回線を利
用するシステムです。
65歳以上の一人暮らしおよび高齢者世帯
の方で、身体上、慢性疾患があるなど、日
常生活で常時注意を要する方、一人暮ら
しの身体障がい者(１～３級)の方
所得に応じて利用者負担が必要

◆内　容

◆対象者

◆利用日

◆利用料金

高齢者向けの栄養バランスのとれた昼食
（弁当）を自宅まで配達します。
前年の所得税が世帯全員非課税で、次に
該当する方
・65歳以上で一人暮らしの方および高齢
者世帯の方で調理の困難な方
・上記に準ずる身体障がい者(1級～3級)
の方で調理が困難な方
毎日の昼食（お盆、年末年始を除く）
※地域により異なります。
利用者負担第１段階（所得税が世帯非課
税で老齢福祉年金を受けている方、生活
保護を受けている方）
１食３５０円
利用者負担第２段階（所得税が世帯非課
税で第1段階に該当しない方）
１食４４０円
※弁当の実費程度の代金を利用料として
いただきます。

平成30年度 高齢者のための在宅福祉サービス
◆照会先　高齢福祉課　☎23-8127
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秋
か
ら
の
乳
幼
児
期
家
庭
教
育
学
級
短
期
コ
ー
ス
で
す
。
３

歳
以
下
の
乳
幼
児
と
そ
の
家
族
が
、
学
級
の
企
画
や
運
営
を
子

ど
も
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
お
こ
な
い
、
子
育
て
、

自
分
育
て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

９
月
～
12
月
の
火
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
５
回
程
度
）

◆
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ　

学
習
情
報
館
等

◆
内
容　

リ
ト
ミ
ッ
ク
・
育
児
に
つ
い
て
の
学
習
会
・
ク
リ
ス

マ
ス
会
等

◆
対
象　

未
就
園
児
（
平
成
30
年
８
月
１
日
現
在
満
６
か
月
以

上
３
歳
以
下
）
と
そ
の
家
族

◆
定
員　

20
組
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
）

現
在
乳
幼
児
期
家
庭
教
育
学
級
の
受
講
生
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

◆
申
込
方
法　

必
要
事
項
①
「
乳
幼
児
期
家
庭
教
育
学
級
申
込
」

と
明
記
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
親
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑤

乳
幼
児
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑥
乳
幼
児
の
生
年
月
日
⑦
電

話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
若
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り　

８
月
10
日
必
着

※
受
講
が
確
定
し
た
方
に
は
、
８
月
中
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

◆
費
用　

１
ペ
ア
千
円
（
保
険
料
込
、
大
人
１
人
子
ど
も
１
人
）

　

乳
児
１
人
追
加
ご
と
に
、
８
０
０
円
増
。
受
講
決
定
後
、

開
級
式
前
に
会
費
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
照
会
先
・
申
込
先　

生
涯
学
習
課　

☎
23
―
７
７
７
７
（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
）
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回 期　日 講　座 講　師　（敬称略）

1   9月  5日（水）
学ぶためのガイダンス　[開講式]
「大学生」を体験するガイダンス

関市中部学院大学シティカレッジ関

2   9月19日（水）
自分の魅力探し　講義「自分色を見つけ　ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ」
（パーソナルカラーを学ぶ）

中部学院大学　シティカレッジ 講師　清水 登志子

3
10月  3日（水）
午後1時30分～3時30分

介護を受ける体験　演習「学生の介護を受けてみよう」 中部学院大学 人間福祉学部　講師　名倉　弘美

4 10月17日（水）
ボランティアのかたち①　留学生と国際交流

「日本語で外国人とコミュニケ―ション」
中部学院大学　留学生別科　講師　三輪　実希

5 10月31日（水）
活き活き健康ライフ①　講義「運動はなぜ体にいいか」

（シニア世代におすすめの運動）
中部学院大学 スポーツ健康科学科　准教授　有川　一

6 11月  7日（水）
セカンドライフをデザイン①　講義 「終活と遺族年金のお話
～今知っておくべきこと～」

中部学院大学　シティカレッジ講師　増永　興一

7
11月17日（土）
午前11時30分～午後4時30分

ボランティアのかたち②　講義と見学 「手話の魅力を学ぶ」
～手話スピーチコンテスト見学～

手話通訳士　山田　進

8 11月28日（水）
活き活き健康ライフ②　講義「眠りのメカニズムを知る快眠法」

（快眠でココロも健康に）
中部学院大学　看護学科　特任講師　真鍋　智江

9 12月  5日（水）
セカンドライフをデザイン②
講義「定年後から始める資産運用」

中部学院大学　経営学部　教授　畠山　久志

10 12月12日（水） ［閉講式]　「豊かな人生のために」今できること 中部学院大学　人間福祉学部長　教授　飯尾　良英

「めざせ！アクティブシニア」講座
平成30年度 関市民セミナー

関市・中部学院大学・同短期大学部連携協定による協同企画（第5弾）

市内在住または在勤の方で、原則全回受講できる方			 
４０名（先着順）			 
中部学院大学（関市桐ヶ丘２丁目1番地）関キャンパス内教室ほか
午前１０時～正午（3回目・7回目は時間が異なります。）			 
無料			 
はがきに必要事項（郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、年齢、電話番号）を記入して郵送するか、
生涯学習課備え付けのはがきに記入して応募してください。電話での申込みも可能です。
８月24日（金）		
〒501-3802　関市若草通２丁目１番地　わかくさ・プラザ内　生涯学習課（☎23-7777）

　年齢に関わりなく、社会で活躍し、生きがいをもって生活するシニア層を『アクティブシニア』といいま
す。人生100年時代といわれるなか、シニア世代の生き方に深く関わる「健康」「お金」「ボランティア」など
について学び、あなたの人生のセカンドステージを思い描いてみませんか！
　関市は、生涯現役で輝きつづける『アクティブシニア』を応援します。
　この講座は、中部学院大学のキャンパスを会場とします。大学の各分野の専門家による講座を受けられ
るだけでなく、学生と一緒に大学の図書館や食堂を利用することもできます。

※7回目のみ土曜日です。　※講座の修了者には中部学院大学から修了証を授与します。

● 対 　 　 象
● 定 　 　 員
● 場 　 　 所
● 時 　 　 間
● 受  講  料
● 申 込 方 法

● 締 め 切 り
●申込・照会先

受講生
募集

関市生涯現役プロジェクト
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　この大会は、紅葉の市北西部を
安全な走行で、のんびり走るツーリ
ングイベントです。家族や仲間と一
緒に参加してみませんか。

日 　 時
発 着 点
種目および募集人数

参 加 費

参 加 資 格

申 込 方 法

申 込 期 間
照 会 先

■
■
■

■

■

■

■
■

１０月２0日（土） 開会式 午前8時30分
武芸川西グラウンド
ロングコース（約８5ｋｍ）400名　ショートコース（約50ｋｍ）100名
※時間やスピードを競う競技ではありません。（順位はつけません。）
中学生以下　ロングコース２,５００円　ショートコース２,０００円　
高校生以上　ロングコース４,５００円　ショートコース４,０００円
ロングコース　中学生以上　ショートコース 小学５年生以上
※中学生以下の参加は保護者が同伴してください。
①インターネットによる申し込み
 （JTB スポーツステーション：インターネット・携帯サイトエントリー）http://jtbsports.jp/
②FAXによる申し込み（JTBスポーツステーション（☎06-6252-4009）に問い合わせの上、申し込み）

８月１日（水）～、９月７日（金）※各部門定員になり次第受付終了
せきサイクル・ツーリング実行委員会（スポーツ推進課内　☎23－7766）

　

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
お
い
し
い
季
節
に
、

あ
な
た
も
マ
ラ
ソ
ン
で
楽
し
い
休
日
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時   

 11
月
25
日（
日
）（
雨
天
決
行
） 

▽
受
付   

午
前
８
時
～
午
前
９
時
30
分 

▽
開
会
式   

午
前
９
時

◆
発
着
点　

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
プ
ラ
ザ
周
辺

◆
種
目
（
３
種
目
16
部
門
）　　

【
10
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
39
歳
以
下
（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
40
歳
代
（
男
子
・
女
子
）

▽
50
歳
代
（
男
子
・
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
・
女
子
）

【
５
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
59
歳
以
下
（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
・
女
子
）

【
３
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
小
学
生
（
３
年
生
以
上
男
子
・
女
子
）

▽
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）

◆
参
加
料

▽
一
般
４
０
０
０
円

▽
高
校
生
３
０
０
０
円

▽
小
中
学
生
２
０
０
０
円

◆
表
彰　
　

各
部
門
と
も
１
～
３
位
、キ
ウ
イ（
９
位
）賞
、

そ
の
他
特
別
賞

◆
参
加
賞　

大
会
冊
子
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
小
中

学
生
は
タ
オ
ル
）、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

※
完
走
者
に
は
、
完
走
証
と
高
賀
の
森
水
を

贈
呈
し
ま
す
。

◆
定
員　

10
キ
ロ
：
１
2
0
0
名

５
キ
ロ
：
５
０
０
名　

３
キ
ロ
：
４
０
０
名

◆
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト

「
ラ
ン
ネ
ッ
ト
」
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
あ
る
い
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
窓
口
な
ど
で
参
加
料
を
支
払

う
。U

R
L:h
ttp
://ru

n
n
et.jp

/

②
募
集
要
項
の
郵
便
振
替
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
参
加
料
を
添
え
て
郵
便
局
か
ら

申
し
込
む
。

◆
申
込
期
間　

８
月
1
日
（
水
）～
９
月
25
日
（
火
）

※
郵
便
振
替
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
31
日

（
金
）
ま
で
。

※
各
種
目
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
照
会
先　

▽
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
洞
戸
事
務
所
内　

☎
０
５
８
１
―
58
―

２
１
１
１　

０
５
８
１
―
58
―
２
２
４
１
）

ま
た
は
、
ほ
ら
ど
未
来
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
☎
０
５
８
１
―
58
―
２
１
１
５
）
※
月
曜
休
み

参
加
者
募
集

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ

マ
ラ
ソ
ン
大
会

せきサイクル・ツーリング２０１8 
ｉｎ 板取川

2018

参加者募集
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●時　　間／
●参 加 費／
●対　　象／
●泳　　力／
●申込方法／

●定　　員／
●担当講師／
●実施概要／

●照 会 先／

Aクラス　午後3時～3時50分　Bクラス　午後4時～4時50分
各クラス（全3回）4,320円　※別途プール入場料が必要です。
小学生
Aクラス　自力で5ｍ以上泳げる子　Bクラス　自力で15ｍ以上泳げる子
8月 8日（水）午後1時から受付開始　8月12日（日）午後4時受付終了
せきしんふれ愛アリーナ地下1階温水プール受付窓口にて
参加費を添えてお申し込みください。
※定員になり次第、締め切りとなります。（電話予約可）
各クラス　10名
㈱コパン　専属コーチ　
水泳の基本的なバタ足、クロールの泳法を学ぶ教室です。夏休みに集中し
て練習する事で上達を目指していきます。
せきしんふれ愛アリーナ（関市総合体育館内）温水プール
☎23-7762　午前10時〜午後8時（日曜日は午後5時まで）月曜休館

平成30年
8月15日（水）、21日（火）、
22日（水）

夏休み学童水泳教室開催

クロールの泳ぎ方を楽しく習得しよう！

日 程

回 期日・会場 テーマ・講座内容 講　師（敬称略）

1

９月８日(土)
午前10時～正午

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

いのち・生き合う－わたしの歩んできた道
　わたしは1958年（昭和33年）京都大学1回生のとき、部落差別（同和）問題と「再会」します。それ

から60年、人びとのやさしさに支えられ、休み休みしながら「同和」問題から「人権と人間」の問題へ

と思索を深めてきました。そんな自分史をたどりつつ、学んできた事柄をお話ししたいと思います。

藤田　敬一
〔岐阜県人権懇話会

会長〕

2

９月２２日(土)
午前10時～正午

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

在住外国人を取りまく現状と人権
　地域に暮らす外国人の多くは、「制度の壁」「言葉の壁」「心の壁」を感じています。そ

の壁を乗りこえ、多文化共生社会をめざすためには、互いの文化や人権を認め合うことが大

切です。

各務　眞弓
〔特定非営利活動法人
可児市国際交流協会

事務局長〕

3

１０月１４日(日)
午前10時～正午

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

 犯罪被害者支援について
　誰でもある日突然、犯罪の被害に遭うことがあり、それは決して他人事ではありません。

だからこそ一人ひとりが自分のこととして被害者支援を考え、社会全体で助け合える仕組み

を定着させていかなければと思っています。この活動がもっともっと理解・周知されるよう

願って支援活動しています。	

塚本　真美子
〔公益社団法人 ぎふ犯罪

被害者支援センター 
事務局次長〕

4

１０月２８日(日)
午前10時～正午

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

 メディアから考える無意識の差別と偏見
　メディアを検証しながら、日常の中に潜んでいる「人種差別」「障がい者差別」「女性差別」

など、身近な偏見・差別に気づくことのできる力を高めます。	

中島　美幸
〔愛知淑徳大学

非常勤講師 文学博士〕

5

１１月１８日(日)
午前10時～正午

わかくさ・プラザ
学習情報館２F

ギャラリー

 美濃会館（隣保館）の活動　～差別や偏見のない社会をめざして～
　美濃会館（隣保館）が開館して 42 年になります。地域の交流や世代間の交流など、これま

での会館の活動を振り返り、同和問題等、差別や偏見について考えてみたいと思います。

岩見　三七夫
〔美濃市健康福祉課

美濃市美濃会館館長〕

 いきいき 生き合い講座 よりよく生き合うために 平成30年度
受講生募集

３０人　原則５回連続して受講していただく講座ですが、１回のみの受講も可能です。
無料
８月３１日（金）までに、わかくさ・プラザ内 生涯学習課へお申し込みください。
※電話、はがき（住所、氏名、年齢、電話番号、受講講座を記入）、生涯学習課の申し込み用紙、
または、パソコンやスマホから市ホームページ専用申込サイトか、ここに表示のＱＲコードを利
用して申し込みが可能です。（URL https://www.city.seki.lg.jp/jform/ikiai30.html ）
〒501-3802 関市若草通2－1 わかくさ・プラザ内 生涯学習課（☎23－7777）

● 定 　 　 　 員
● 参 　 加   費
●申 込 方 法

●申込・照会先
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内 容
日 時
参 加 費
場 所
照 会 先

■
■
■
■
■

小瀬鵜飼鵜匠による鵜飼実演、鵜飼乗船券が当たるお楽しみ抽選会
8月12日（日） 午後1時30分～2時30分
無料
マーゴ スポーツ館 西側駐車場
観光課　☎23-7704

小瀬鵜飼
パフォーマンス
inマーゴ
　「小瀬鵜飼」の歴史は古く、奈良時代の史書にある「美濃鵜飼」の伝統を受け継いでいるといわれていま
す。時の権力者の保護を受けて、明治23年からは宮内庁の直轄となり、古式ゆかしい伝統の漁法は今も長良
川の川面で繰り広げられています。
　また、小瀬鵜飼は「長良川の鵜飼漁の技術」として国重要無形民俗文化財に指定されており、小瀬鵜飼の
舞台である清流長良川の鮎は「世界農業遺産」に認定されています。
　今回、特別に鵜匠の見事な手縄さばきや魚をくわえる鵜を、目の当たりに見ていただくため、マーゴにて鵜
飼パフォーマンスを実施します。

場所：中濃公設地方卸売市場　せり場内（わかくさ・プラザ西隣）
お得に　美味しく　楽しく学習　卸売市場を市民の皆さんに
開放して特別売出しを開催します。

イベントメニュー

フリマ・クラフト・飲食ブース

●照会・申込先：中濃公設地方卸売市場（☎23-4433）
※イベント内容・ワークショップおよび出店者申込の詳細については、

市ホームページをご覧ください。
（ http://www.city.seki.lg.jp/0000001110.html ） 

各附属店舗では、お盆用品・目玉商品をご用意しています。お楽しみに！
取扱商品：新鮮地元野菜、果物、魚介類、精肉、菓子、食品容器、
日用雑貨など　

「関の台所マルシェ」フリーマーケット出店者募集

苔玉ワークショップ

家庭での不用品や衣類、手作り雑貨などを販売して
みませんか。
●出店場所：せり場内（雨天決行）
●出 店 料：500円/１区画（2.5ｍ(間口)×2ｍ）
※空き状況は、お電話にてご確認ください。

植物を土と苔で包んで苔玉をつくります。
初めての方も気軽に楽しめます。
■講師：寄せ植え華道正師範　後藤晶子さん
■時間：午前１０時30分～午後1時
■定員：２０人（※先着申込順）
■参加費：５００円　　※写真は講師作品の１例です。　　　
　　　

〇午前９時　 軽トラ市（新鮮地元野菜販売）
〇午前９時30分 　青果詰め放題販売（第１弾）
〇午前10時　 青果模擬せり体験販売（※対象：小中学生向けと一般向けがあります。）

〇午前10時30分 　青果詰め放題販売（第２弾）
〇午前10時30分～午後1時　 苔玉ワークショップ

■クラフトブース出店内容
　アクセサリー、革小物、布小物、羊毛小物、手作りかご、ドライフラワー　

　アレンジメント、ベビーグッズなど

　☆ハーバリウムワークショップ

■飲食ブース出店内容
　窯焼きピザ、炭火焼鳥、天然酵母パン、五目御飯、へぼめし、おはぎ、

　 削りイチゴ、モナカアイス、ゼリー、焼菓子など

※変更する場合もあります。

8月11日（土）午前9時～午後1時 オープン

お
得
に 

美
味
し
く 

楽
し
く
学
習

平成30年度 開催日

10月20日（土)
12月28日（金)

市
場
の
魅
力
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
！
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【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
朱
！
朱
！
朱
！
】

　

墨
と
朱
で
描
き
、
光
の
演
出
を
取

り
入
れ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
制
作

し
ま
す
。

■
日
時
８
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

■
場
所 

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
、
わ

か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
学
習
情
報
館
２

階
創
作
実
習
室

■
対
象 

高
校
生
以
上

■
定
員 

15
名

■
参
加
費 

８
０
０
円

■
申
込
締
切
日 

８
月
18
日
（
土
）

【
大
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

文
房
四
宝
　
紙
の
は
な
し
】

　

紙
す
き
職
人
の
方
か
ら
和
紙
に
つ

い
て
の
お
は
な
し
を
う
か
が
い
ま
す
。

■
日
時
９
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

■
場
所 
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
、
市

役
所
6
階
６
ー
２
会
議
室

■
対
象 

高
校
生
以
上

■
定
員 

30
名

■
参
加
費 　

無
料

■
申
込
締
切
日 

８
月
25
日
（
土
）

◎
〔
申
込
方
法
〕

　

ハ
ガ
キ
（
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
宛

て
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
23
―
７
７
８
７
）、

Ｅ
メ
ー
ル
（seki -toko@

city.seki.
gifu.jp

）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
①

～
④
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
後
日
、
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
ま

す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
し
、当
選
者
の
み
に
連
絡
し
ま
す
。

①
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

②
名
前
、
年
齢

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

④
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
は
全
員
の
氏
名

■
照
会
先　

関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術

空
間
（
☎
23
―
７
７
５
６
）

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の

約
４
割
が
生
ご
み
で
、
そ
の
生
ご
み

の
う
ち
食
品
ロ
ス
（
食
べ
残
し
や
期

限
切
れ
な
ど
本
来
は
食
べ
ら
れ
る
は

ず
の
食
品
）
は
３
～
４
割
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
食
品
ロ
ス
を

減
ら
す
に
は
、「
必
要
な
量
だ
け
購

入
」
し
て
「
食
べ
切
る
」
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

こ
と
は
、
お
財
布
に
も
優
し
い
の
で

す
。

【
買
い
物
編
】

▽
事
前
に
冷
蔵
庫
内
を
チ
ェ
ッ
ク

・
メ
モ
書
き
や
携
帯
・
ス
マ
ホ
で
撮

影
し
た
画
像
が
有
効

▽
必
要
な
食
材
を
こ
ま
め
に
ゲ
ッ
ト

・
食
品
ロ
ス
が
多
い
の
は
野
菜
な
ど

の
生
鮮
食
品

・
必
要
以
上
に
買
っ
た
場
合
は
、
冷

凍
保
存
も
活
用
す
る

▽
手
前
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
食
品
を

チ
ョ
イ
ス

・
家
庭
で
の
利
用
予
定
に
照
ら
し
て

消
費
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
調
理
編
】

▽
残
っ
て
い
る
食
材
か
ら
使
う

・「
い
つ
か
食
べ
る
」
食
品
は
食
品

ロ
ス
予
備
軍

▽
野
菜
や
果
物
の
皮
は
厚
剥
き
し
な

い
・
生
ご
み
は
減
っ
て
、
栄
養
は
増
え

る
▽
食
材
を
上
手
に
食
べ
き
る

・
定
期
的
に
冷
蔵
庫
や
収
納
庫
を
整

理
す
る
日
を
決
め
る　

　

も
し
、
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、他
の
料
理
に
作
り
替
え
る
な
ど
、

献
立
や
調
理
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
消

費
者
庁
の
公
式
キ
ッ
チ
ン
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド　

食
品

ロ
ス
」
で
検
索
。

◆
照
会
先   

環
境
課
（
☎
23
―
６
７

３
３
）

「
よ
う
こ
そ
！
桃
紅
さ
ん
の
せ
か
い
へ
８
」展

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム



せきららゼミと題して、関市ではじめての地域滞在型のゼミを行います。いろいろな形で関市という地域で関わっている人と出会い、その人の言葉を聞くことや、関市の自然や文化を体験することで、自分の関心がどんなところにあるのか、10年後に、“どんな地域との関わり方があるのか”“どんな働き方、生き方があるのか”。自分だけのこたえを見つけませんか。 
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■日時　9月10日（月）～13日（木）　３泊４日の滞在型
■場所　そばのカフェおくどwork&eat OKUDO
　　　　　　　　　　　　　　　ー関市下之保にある築150年の旧豪農屋敷ー
■定員　8人　※定員を超える場合は、事務局による書類選考とします。

■対象
・当ゼミ4日間の行程に参加可能で18歳以上。
（高校生不可）
・関市近郊の大学等に通っている学生、または
　関市出身で郊外の大学等に通っている学生
・自分のやりたいこと、できることを知りたい人
・関市の人とつながりを持ちたいひと
■参加費
　10,000円（滞在費・食事代込み）
■応募方法
　8月22日（水）までに指定の応募用紙を市民協
　働課へ提出
　※応募用紙は市民協働課窓口または市ホー　
ムページで入手できます。
■応募先
　関市役所 市民協働課
　〒501-3894　関市若草通3ー1
　☎23-6806　FAX 23-7744
　E-mail : shiminkyodo@city.seki.lg.jp

1
日
目

　　地域となかまを知る
　オリエンテーション　
　講座①武儀のむかしばなし
　グループワーク
　交流会

2
日
目

　　地域で人が動き出すこと
　早朝フィールドワーク                                                  
　講座②資源を生かす農業者
　グループワーク
　講座③地域おこし協力隊の話

3
日
目

 地域を歩いて見て、わかること
 フィールドワーク                      
 講座④若者が関市に戻るために
グループワーク
発表準備

4
日
目

　　自分と関をつなぐもの
　発表会　　　　　　　　　
　振り返りや質疑応答
　グループワーク

関で見つける、関からはじまる
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講 　 師 
場 　 所
日 　 程

対 　 象
定 　 員
受 講 料
託 児
申 込 み

照 会 先

●
●
●

●
●
●
●
●

●

菅田 芳恵さん（特定社会保険労務士、キャリアコンサルタント）
わかくさ・プラザ　せきしんふれ愛アリーナ　2-2会議室
第１回　
はたらく前に知っておきたいお金事情（年金、保険、税金）
―わたしだけのマネープランをつくろう！―
9月7日（金）　午前10時30分～12時30分
第2回　
今だからやりたいわたしのトリセツづくり
―自分の強みを知って、自分に合った仕事をしよう！―　
9月21日（金）　午前10時30分～12時30分
第3回
気持ちが伝わる応募書類の書き方
―就職が上手くいくための資格を知る―
9月28日（金）　午前10時30分～12時30分　※この講座は3回連続講座です。
働きはじめたいけどもやもやしている、自分らしい働き方を知りたい女性
20名程度
無料
生後3か月～未就学児の託児あり。（無料）　申し込みの際にお伝えください。
8月31日（金）までに市民協働課へ電話、FAX、メールのいずれかの方法で申込み（先着順）
FAX、メールでの申し込みの方は、①住所　②氏名　③電話番号を記入のうえお申し込みく
ださい。
市民協働課　☎23-6806　ＦＡＸ23-7744
メールアドレス　shiminkyodo@city.seki.lg.jp

これから働きはじめたい、いつか働きたい、でもどうしよう…。
そんなもやもや女性のみなさん、いっしょにゆっくり一歩ずつ前に進みませんか。

女性のはじめの一歩応援セミナー
託児あり！

受講料無料

　

８
月
27
日（
月
）、都
市
計
画
道
路「
西
本
郷
一
ツ
山
線
」（
平
和
通
3
丁
目
交
差
点
南

か
ら
旧
国
道
２
４
８
号
ま
で
の
１
６
０
ｍ
区
間
）が
完
成
し
、全
線
開
通
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
開
通
式
を
行
う
ほ
か
、
安
桜
小
学
校
児
童
に
よ
る

鼓
笛
演
奏
や
道
路
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。（
※
雨
天
の
場
合
、

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
す
。）

　

一
般
の
方
の
通
行
は
、
午
後
３
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
道
路
開
通
後
は
、
交
通
の

流
れ
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

土
木
課
　
☎
23-

7
7
9
0

照
会
先わかくさトンネル 安桜山トンネル

安桜
小学校

関郵便局
刃物会館前

長良川鉄道

国道418号

関消防署 旧国道248号

都市計画道路
西本郷一ツ山線
都市計画道路
西本郷一ツ山線

西本郷一ツ山線が８月２７日に全線開通します



 

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

質
問　

機
能
強
化
の
現
状
と
今
後
の
取
組
は

　

答
弁　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
、
職
員

の
増
員
や
、
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の

勉
強
会
や
研
修
会
を
行
う
な
ど
機
能
強
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護
や
認
知

症
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
の
高

齢
者
の
認
知
度
は
、
32
．７
％
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
に
対
し
、
ま
だ
ま
だ
周
知
・
啓
発

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
広
報
紙

な
ど
を
活
用
し
、
高
齢
者
へ
周
知
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
情
報
提
供
や
相

談
体
制
を
更
に
強
化
し
ま
す
。
特
に
、
多
職

種
が
協
働
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
を
充
実
し
、

個
別
ケ
ー
ス
に
関
す
る
対
策
の
検
討
・
情
報

交
換
、
地
域
資
源
の
状
況
や
不
足
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
運

営
の
継
続
の
た
め
、
よ
り
充
実
し
た
機
能
を

果
た
せ
る
よ
う
、
第
三
者
評
価
を
行
い
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
充
実
な
ど
継
続
的
な
評

価
・
点
検
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策

質
問　

多
目
的
活
用
機
会
の
促
進
を
考
え
て
は

　

答
弁　

空
き
家
対
策
は
、
多
角
的
視
点

に
立
っ
た
施
策
を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
、

移
住
定
住
と
空
き
家
利
用
を
結
び
付
け
る

取
組
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や
、

関
ラ
・
ラ
・
ラ
イ
フ
応
援
金
制
度
に
お
い
て
、

中
古
住
宅
の
取
得
や
中
古
住
宅
改
修
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
活
性
化
と
空
き
店
舗
の
利

活
用
を
結
び
付
け
る
取
組
と
し
て
、
市
街

地
活
性
化
総
合
支
援
事
業
補
助
金
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
空
き
家
所
有
者
な
ど
の
問

題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
県
の
空
き
家
・

す
ま
い
総
合
相
談
室
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
取
組
は
、
移
住
定
住
な
ど
の
特
定

分
野
、
過
疎
地
や
市
街
地
の
一
部
な
ど
の

限
ら
れ
た
範
囲
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

　

空
き
家
は
、
資
産
価
値
の
あ
る
も
の
か

ら
除
却
す
べ
き
も
の
ま
で
様
々
で
あ
り
、

空
き
家
所
有
者
や
、
空
き
家
利
用
希
望
者

の
ニ
ー
ズ
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
空
き
家
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

庁
内
連
携
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
多
角
的

視
点
に
立
ち
、
具
体
的
な
施
策
を
メ
ニ
ュ

ー
化
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６

月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
７
件
、
一

般
議
案
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、
報
告
３
件
、

議
員
提
案
３
件
、
そ
の
他
１
件
の
、
合
わ
せ

て
21
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

▼
６
月
４
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を

22
日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
い
、
関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど

３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
な
ど
11
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所

管
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や
方

針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
１
人
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
18
日
～
20
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
25
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員

長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
員
提
案
の
意
見
書
２
件
お
よ
び

決
議
１
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続

調
査
を
承
認
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た

案
件
を
す
べ
て
議
了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

市
議
会
第
２
回
定
例
会
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生
涯
現
役
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

質
問　

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

　

答
弁　

生
涯
現
役
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
①
年
齢
に
関
わ
り
な
く
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
「
元
気
な
高
齢
者
」

の
養
成
。
②
元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
「
活
躍
の
場
」
の
掘
り
起
し
。

③
元
気
な
高
齢
者
と
活
躍
の
場
を
繋
げ
る

「
相
談
支
援
」
の
三
つ
の
柱
で
展
開
し
ま
す
。

　

①
で
は
、
生
涯
現
役
の
意
識
啓
発
を
図

り
ま
す
。
９
月
に
は
、
広
報
せ
き
に
生
涯

現
役
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
集
を
掲
載
し
、

10
月
に
は
、
市
民
向
け
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
そ
の
他
、
シ
ニ
ア
層
が
活
躍
す

る
た
め
に
役
立
つ
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
の
協
力
を
得
て
、

10
月
か
ら
６
か
月
を
通
し
て
農
業
入
門
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
、
11
月
に
は
、
関
警
察
署

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
試
乗
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
②
で
は
、
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
元
気

な
高
齢
者
の
就
業
の
場
の
開
拓
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
元
気
な
高
齢

者
が
活
躍
で
き
る
場
の
掘
り
起
し
に
取
り

組
み
ま
す
。
③
で
は
、
高
齢
福
祉
課
に
生

涯
現
役
促
進
支
援
員
を
配
置
し
、
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
窓
口
で
は
、
元
気
な

高
齢
者
の
紹
介
や
活
躍
の
場
の
紹
介
、
そ

し
て
活
躍
の
場
へ
繋
げ
て
い
く
支
援
を
し

ま
す
。

　
関
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

質
問　

計
画
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

平
成
28
年
度
は
基
本
設
計
や
予

定
地
の
測
量
設
計
な
ど
を
実
施
し
、
平
成

29
年
度
は
、
近
隣
自
治
会
や
市
場
関
係
者

の
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
は
じ
め
、

地
質
調
査
、
造
成
設
計
お
よ
び
建
築
、
電

気
設
備
な
ど
の
実
施
設
計
を
予
定
ど
お
り

終
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
今
の
時
期
に
は
、
入
札

な
ど
の
手
続
き
を
開
始
す
る
最
終
段
階
を

迎
え
て
い
る
予
定
で
し
た
が
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
費
の
一
部
に
見
込
ん

で
い
る
、
国
の
「
学
校
給
食
施
設
整
備
事

業
」
に
係
る
補
助
金
の
見
通
し
が
現
段
階

で
は
立
っ
て
い
な
い
た
め
、
工
事
の
発
注

が
遅
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
は
、

総
事
業
費
約
18
億
円
と
い
う
大
き
な
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
利
な
財
源
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
や
保
護

者
が
期
待
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
な

る
べ
く
早
く
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
目
標

に
、
今
後
も
国
に
働
き
か
け
な
が
ら
必
要
な

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
総
合
防
災
訓
練

質
問　

今
年
度
の
訓
練
は

　

答
弁　

関
市
総
合
防
災
訓
練
は
、
昭
和
58

年
か
ら
市
内
全
域
で
主
地
区
を
巡
回
し
て
行

い
、
昨
年
度
で
合
併
し
た
地
域
も
含
め
た
全

て
の
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
、
総
合
防
災
訓
練
の
方
法
を
見
直
し

て
実
施
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
方
針
と
し
て
は
、
①
市
民
の
皆
さ

ん
や
市
職
員
、
関
係
団
体
が
主
会
場
一
箇
所

に
集
ま
る
訓
練
方
法
を
変
更
し
、
各
地
域
で

の
防
災
訓
練
を
充
実
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
地
域
の
自
助
・
共
助
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
の
ほ
か
、
命
を
守
る
行
動
の
習
得

や
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
②
関
市

災
害
対
策
本
部
の
行
動
訓
練
を
よ
り
実
践
的

な
内
容
と
し
、
災
害
時
に
お
け
る
関
係
機
関

と
の
連
携
、
市
役
所
各
部
署
の
役
割
確
認
、

市
職
員
の
適
切
な
行
動
の
習
得
を
図
る
こ
と
。

以
上
２
点
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
10
月
28
日
を
「
関
市
防

災
訓
練
の
日
」
と
し
、
市
内
各
地
域
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
各
地
域
で
の
訓
練
内
容
と
し
て
、

情
報
伝
達
訓
練
と
避
難
訓
練
、
避
難
者
報
告

訓
練
は
必
須
訓
練
と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
他
に
地
理
的
な
特
徴
や
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
訓
練
と
し
て
、
危
険
箇
所
の
確

認
、
安
否
確
認
方
法
の
話
し
合
い
、
防
災
備

蓄
倉
庫
の
備
品
を
使
っ
た
訓
練
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
確
認
な
ど
の
訓
練
を
各
地
域
で
自

主
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
事
業

質
問　

供
用
開
始
後
の
観
光
戦
略
や
経
済

効
果
の
見
込
み
は

　

答
弁　

刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備

事
業
は
、
文
化
財
調
査
を
年
内
に
終
了
し
、

本
年
度
中
に
着
工
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

ま
す
。

　

施
設
内
で
は
、
関
市
の
特
産
品
の
販
売

や
刃
物
工
房
で
の
各
種
体
験
教
室
、
多
目

的
ホ
ー
ル
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
こ
の
施
設
へ
の
集
客
を

図
る
と
と
も
に
市
内
の
観
光
施
設
へ
も
出

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
も
機
能
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

市
内
循
環
バ
ス
と
も
連
携
し
、
こ
の
施
設

を
組
み
込
ん
だ
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
観
光
客
数

は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
刃
物
会
館
・
フ

ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
関
鍛
冶
伝
承
館
・

濃
州
関
所
茶
屋
の
４
施
設
で
、
約
17
万
９

千
人
と
推
計
し
、
今
ま
で
よ
り
約
３
割
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

う
経
済
効
果
と
し
て
、
年
間
観
光
消
費
額

は
約
４
億
１
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

質
問　

要
件
の
緩
和
は

　

答
弁　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
に
際
し
て

は
、
入
居
決
定
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入

が
あ
る
方
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
連
帯

保
証
人
２
名
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
は
、
緊
急
時
の
身
元
引
受
人
と
し

て
の
連
絡
先
と
し
て
、
ま
た
、
家
賃
が
未

納
と
な
っ
た
場
合
の
請
求
先
と
し
て
、
今

後
も
連
帯
保
証
人
は
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
か
ら
は
、
単
身
の
高
齢

者
な
ど
、
住
宅
困
窮
者
の
更
な
る
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
営
住
宅

の
設
置
者
に
対
し
て
、
保
証
人
の
確
保
が

困
難
な
入
居
希
望
者
に
対
し
て
配
慮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
条
例
に
お
い
て
も
、「
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
認
め
る
者
に
対
し
て
は
、
請
書
に
連

帯
保
証
人
の
連
署
を
必
要
と
し
な
い
こ
と

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
お

り
、
入
居
決
定
者
が
、
で
き
る
限
り
の
努

力
を
し
て
も
連
帯
保
証
人
を
確
保
で
き
な

い
な
ど
、
個
々
の
状
況
が
や
む
を
得
な
い

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
柔
軟
な
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
入
居
希
望
者
の
諸
事
情
な
ど

を
十
分
考
慮
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
総
合
斎
苑
わ
か
く
さ

質
問　

駐
車
場
内
の
夜
間
の
安
全
対
策
は

　

答
弁　

総
合
斎
苑
わ
か
く
さ
の
駐
車
場
の

照
明
灯
は
、
北
側
駐
車
場
に
６
基
、
東
側
駐

車
場
に
４
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
側

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
明
る
さ
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
側
駐
車
場
で
は
、

樹
木
が
照
明
灯
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
り
、
照

明
器
具
の
劣
化
や
駐
車
場
が
広
い
こ
と
な
ど

に
よ
る
照
度
不
足
で
、
中
央
部
分
に
行
く
に

つ
れ
、
暗
さ
が
増
す
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
事
故
の
報
告
は
受
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
暗
く
て
危
険
で
あ
る
と
の
声
も

あ
る
た
め
、
交
通
事
故
の
防
止
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
、
防
犯
対
策
の
た
め
に
も
駐
車
場

全
体
を
明
る
く
す
る
投
光
器
型
照
明
へ
の
切

替
え
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
鍛
冶
伝
承
館

質
問　

鍛
錬
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
は

　

答
弁　

当
初
の
建
築
か
ら
34
年
が
経
過

し
た
本
市
の
鍛
錬
場
は
、
老
朽
化
に
よ
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
不
具
合
が
頻
繁
に
発
生
し
、

ま
た
、
外
壁
が
な
い
た
め
夏
冬
の
観
覧
は

快
適
と
は
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
観

覧
席
部
分
の
増
築
に
よ
り
、
座
席
１
０
０

席
と
立
見
席
20
人
分
程
度
を
設
置
し
、
鍛

錬
の
様
子
を
ゆ
っ
た
り
と
観
覧
で
き
る
よ

う
に
し
、
ま
た
、
外
壁
を
設
け
て
空
調
設

備
を
設
置
す
る
こ
と
で
風
雨
の
侵
入
を
防

ぎ
、
快
適
に
観
覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
英
語
、
中
国
語
に
対
応

し
た
日
本
刀
製
作
工
程
の
解
説
映
像
を
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
鍛
錬
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
見

学
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
刀
や
関
鍛

冶
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
こ
の
新
し
く
な
っ

た
鍛
錬
場
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
、
国
内

外
か
ら
の
、
よ
り
多
く
の
旅
行
者
に
鍛
錬

の
見
学
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
の
延
長

質
問　

合
併
特
例
債
の
実
績
と
今
後
の
活
用
は

　

答
弁　

こ
れ
ま
で
合
併
特
例
債
は
、
防
災
行

政
無
線
整
備
、
中
池
公
園
整
備
、
小
中
学
校
校

舎
耐
震
補
強
、
保
育
園
の
整
備
、
関
駅
西
口
駅

前
広
場
整
備
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど

様
々
な
事
業
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
末
ま
で
の
発
行
総
額
は
約
２
２
６
億
円
に

な
り
、
残
り
の
発
行
可
能
額
約
77
億
円
は
、
刃

物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
、
市
民
球
場
改
修
な
ど
に
活
用
す
る

予
定
で
す
。

　

合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
平
成
31
年
度
か

ら
平
成
36
年
度
ま
で
５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
実
施
を
目
指
し

て
い
た
事
業
を
見
直
し
、
各
年
度
の
事
業
を
平

準
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
は
交
付
税
措
置
の
あ
る
財
政
的

に
有
利
な
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
多
額
の

財
源
を
必
要
と
す
る
大
規
模
事
業
の
早
期
実
施

に
役
立
て
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
へ
の
財
政
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
発
行
に
際
し
て
は
、

引
き
続
き
計
画
的
か
つ
慎
重
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
．
本
会
議
の
会
議
録
は
ど
こ
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
？

　

Ａ
．　

関
市
議
会
の
本
会
議
の
会
議
録
は
、

議
会
事
務
局
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

関
市
立
図
書
館
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
関
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
、
日
時
、
人
名
、
キ
ー

ワ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
検
索
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を

放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）

 

関
市
議
会
Q
&
A
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審
議
の
結
果

案提員議 告報 算予正補 係関例条
関
市
議
会
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

大
規
模
地
震
災
害
等
に
対
す
る
安
全
・
安
心
対
策
の
確
立
を
求
め
る
決
議

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手
術
の
被
害
者
救
済
を
求
め
る
意
見
書

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

平
成
29
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
29
年
度
関
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
30
年
度
関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
関
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
関
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
富
岡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

関
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

関
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
名

承
認

可
決

可
決

可
決

報
告

報
告

報
告

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

審
議
結
果

一般
議案その他

○
山
野
草
展　

 

9
月
29
日（
土
）、
9
月
30
日（
日
） 

○
諸
流
い
け
ば
な
展 　

9
月
30
日（
日
） 

○
50
周
年
記
念 

獅
子
舞
大
会　

9
月
30
日（
日
）

○
盆
栽
展
一
部　

10
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）

○
菊
花
展　

11
月
３
日（
土
）
～
13
日（
火
）

○
文
芸
大
会　

11
月
11
日（
日
）

○
市
民
茶
会　

11
月
４
日（
日
）

○
邦
楽
大
会　

11
月
４
日（
日
）

○
盆
栽
展
二
部　

11
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）

○
洋
楽
祭　
　

11
月
18
日（
日
）

◆
会　

場　

関
市
文
化
会
館

◆
応
募
方
法

○
山
野
草
・
盆
栽
・
菊
花
展
に
出
展
、
邦
楽
・
洋

楽
祭
に
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
文
化
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
文
芸
大
会（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
俚
謡
・
狂
俳
）

は
部
門
ご
と
に
は
が
き
一
枚
を
使
用
し
、
は
が

き
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
、

裏
面
に
は
作
品
の
頭
に
部
門
を
朱
書
き
。（
現

代
詩
）
は
原
稿
用
紙
を
使
用
。
一
般
の
部
は
、

８
月
24
日（
金
）ま
で
。
小
中
・
高
校
生
の
部
は
、

8
月
31
日（
金
）
ま
で
。
〒
５
０
１
―
３
２
３

２　

関
市
桜
本
町
２
丁
目
30
番
地
１　

文
化
課

「
文
芸
大
会
」
係
へ
。
当
日
必
着

《
一
般
の
部
》

○
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
大
塚
雅
之
、

伊
藤
か
え
こ
）

○
俳
句
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
句
一
組（
特
別
選
者

＝
櫂
未
知
子
、
選
者
＝
清
水
青
風
、
船
戸
成
良
、

鷲
見
吉
直
）

○
川
柳
…
秋
季
雑
詠
一
人
二
句（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
伊
藤
ゆ
き
子
）

○
俚
謡
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
章
一
組（
選
者
＝
北

川
美
秋
、
加
納
勇
山
、
山
田
ヒ
サ
子
）

○
狂
俳
…「
末
枯
」「
楽
し
い
」「
拝
殿
」「
真
ん
丸
」

「
記
録
」
一
題
一
句　

五
句
一
組
限
り（
選
者
＝

加
藤
晴
月
、後
藤
昌
仙
、加
藤
五
月
、桜
田
清
桜
）

○
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内（
選
者
＝

浅
野
牧
子
）

《
小
中
・
高
校
生
の
部
》

○
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
堀
野
慎
吉
、

篠
田
理
恵
）

○
俳
句
…
題
材
自
由
一
人
二
句（
選
者
＝
木
戸
道

子
、
鈴
木
信
子
）

○
川
柳
…
題
材
自
由
一
人
二
句（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
伊
藤
ゆ
き
子
）

○
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内（
選
者
＝
伊

佐
地
哲
男
）（
高
校
生
は
一
般
の
部
に
含
み
ま
す
）

◆
出
品
部
門
と
規
格

○
日
本
画
…
絵
の
サ
イ
ズ
が
縦
27
㎝
×
24
㎝
以
上

１
０
０
号（
１
６
２
・
１
㎝
×
１
３
０
・
３
㎝
）

以
下
、
軸
装
可
、
ガ
ラ
ス
不
可
、
屏
風
・
つ
い

立
て
不
可

○
洋
画
…
４
号（
33
・
４
㎝
×
24
・
３
㎝
）
以
上
１

０
０
号（
１
６
２
・
１
㎝
×
１
３
０
・
３
㎝
）
以

下
、
油
彩
は
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
不
可
、
版
画

も
同
様

○
彫
刻
･
彫
塑
…
１
７
０
㎝
×
70
㎝
以
下
、
幅

70
㎝
以
下
、
重
量
１
０
０
kg
以
下

○
工
芸
…
展
示
で
き
る
よ
う
に
、頑
丈
な
止
め
金
、

ひ
も
な
ど
を
つ
け
る
こ
と

○
写
真
…
４
ツ
切（
写
真
面
の
サ
イ
ズ
25
・
４
㎝

×
30
・
５
㎝
）以
上
全
倍（
60
・
３
㎝
×
90
・
３
㎝
）

ま
で
、
組
写
真
可（
展
示
で
き
る
よ
う
固
定
す

る
こ
と
長
辺
１
９
０
㎝
以
下
）、
ガ
ラ
ス
不
可

○
書
道
…
面
積
１
５
，
０
０
０
㎠
以
内
、
最
小
寸
法

は
縦
39
㎝
×
横
30
㎝
。
８
尺
×
２
尺（
２
４
２
㎝
×

61
㎝
）は
縦
に
限
る（
ガ
ラ
ス
不
可
）、
半
切
以
下
は

軸
装
可
。
巻
子
本
、
帖
は
縦
32
㎝
以
内
、
横
３
０

０
㎝
以
上
４
０
０
㎝
以
内
。
帖
は
開
い
た
横
寸
法

が
50
㎝
以
内
と
す
る
。
屏
風
・
つ
い
立
て
は
不
可

○
デ
ザ
イ
ン
…
題
材
自
由
、
Ｂ
全
サ
イ
ズ
以
内
、

パ
ネ
ル
・
ボ
ー
ド
仕
立

○
華
道
…
制
限
な
し

※
規
格
の
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

募
要
項
で
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

12
歳
以
上（
小
学
生
を
除
く
）

◆
出
品
点
数　

各
部
門
一
人
二
点
、
た
だ
し
共
同

作
品
可

◆
出
品
料
・
審
査　

な
し

◆
申
し
込
み　

10
月
３
日（
水
）～
10
月
５
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
文
化
課（
関
市
文
化

会
館
内
）
へ

◆
搬
入　

10
月
18
日（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
７

時
に
関
市
文
化
会
館
各
会
場
へ

◆
飾
り
付
け　

10
月
19
日（
金
）
午
後
７
時
～
午

後
９
時

◆
開
場
式　

10
月
24
日（
水
）
午
前
９
時
40
分
か

ら
小
ホ
ー
ル
前

◆
展
示
期
間　

文
化
会
館
で
10
月
20
日（
土
）～
10

月
28
日（
日
）

◆
搬
出　

10
月
28
日（
日
）
午
後
４
時
～
５
時

◆
照
会
先　

文
化
課（
☎
24

−

６
４
５
５
）

　
（
F
A
X
24

−

６
９
５
０
）
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犬の殺処分ゼロを目指すハッピードッグチームのＮＰO法人設立支援週末に起業相談
しませんか？

ご相談は予約制で無料です。お気軽にお問合せください！

営業日  

TEL 0575-23-3955
FAX 0575-23-3956 
E-mail info@seki-biz.net 

相談時間　午前10時～午後５時（正午～午後１時を除く）

火曜～土曜（日・月・祝日休み）

だより
vol.20

セキビズ

NPO法人を設立したい・・・

ご予約
お問合せは
お気軽に!

セミナーなどの開催
情報を最速でお届け!
メルマガはこちら

ビジネスヒント満載の
支援事例多数!
ブログはこちら

犬の殺処分ゼロが当たり前の社会を目指し
2013 年から尽力してきた「HAPPY DOG 
TEAM」代表でドッグトレーナーの田口さ
ん。対象となりやすい高齢・病気・噛み癖
などの問題行動のあるワンちゃんの保護活
動を行う、プロフェッショナル集団です。
保護シェルターとドッグラン、ドッグカ
フェ等を併設した複合施設「出逢いの森」
をオープンするにあたり、NPO 法人化に
向けセキビズにご相談に来られました。 12月25日  岐阜新聞、12月31日  中日新聞

セキビズでは毎月第1土曜日に『週末起業相談
会』を行っています。お気軽にご予約ください。

創業準備からサポートし、設立時はより効
果的に PR するため保護犬と一緒に活動方
針を発表する「記者会 “犬 ”」の開催を提案。
多くのメディアの注目を集めました。

NPO法人設立「記者会“犬”」を
開催し、各メディアに掲載

注目集め新サービス開始
メディアで紹介され、飼い犬に関しての相
談を多く寄せられるようになりました。こ
のニーズを捉えて、専門家の視点で最適な
アドバイスをする新サービス「犬のお悩み
をワンっ！ストップカウンセリング」を提
案。チラシデザインのサポートも行い、利
用者拡大に繋がっています。

NPO法人 HAPPY  DOG  TEAM
代表 田口尚也さん

相談無料 予約不要 お気軽に！

就職する学生の皆さんを
応援します。

企業情報提供のための学生登録のご案内

関市みんなの就職サポートセンターの公式ホームページ

「企業情報提供のための学生登録」から登録ができます。
　(本人同意のうえで保護者の方による登録も可能)

ＵＲＬ ⇒ https://www.seki-minsapo.net ＱＲコード ⇒

相談窓口〈月～金 曜日〉
午前8時30分～午後5時15分

内職相談＜毎週水曜日＞
午前１０時～午後3時

関市みんなの就職サポートセンター
関市役所　２階　商工課内　
☎0575-23-7335（直通）

　若者の定住や関市企業への就職(新卒、Ｕターン、Ｊターン、Ｉターン)を支援するため、地元企業の情報や就
職情報などを提供することを目的に「企業情報提供のための学生登録」制度をはじめました。
　学生の皆さんが就職活動を考える時期に、本人または保護者に対して、郵送(自宅等)や電子メール(希望者の
み)により情報(企業説明会、インターンシップ情報等)を提供します。
　情報提供をご希望される学生のみなさんの登録(氏名、学校名、卒業予定年、情報の送付先等)を募集します。

関市みんなの就職サポートセンター

せき みんサポ
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6月17日〜7月13日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

　6月19日、わかくさ・プラザにおいて教職員の学
びの場「トワイライトカレッジ・アクティブセミナー」
が開催されました。市内の小・中学校教職員が参加
し、情操教育としても注目されている「茶道」をテー
マに日本文化のすばらしさや、思いやりの心を学び
ました。

リズムに合わせてスイミング

茶道に学ぶ

命をつなぐ授業

　6月17日、本町通りで関市ど真ん中『関』ご当
地グルメ大会が開催されました。稚鮎の唐揚げや
しいたけカツ、日本刀アイスなど関を代表するグル
メなどが並び、大勢の来場者で賑わいました。来
場者は「おいしそうなものが多くて目移りする」と
悩みながら各ブースの商品を味わいました。

　7月2日、元アー
ティスティックスイ

ミング選手の

洞戸地域おこし協力
隊・杉戸美月さんが

指導する「リ

ズム水泳教室」が
始まりました。全1

0 回で、小学生

を対象に、身体を柔
らかくする体操や

水中からのリ

ズムに合わせたジ
ャンプなど、これま

での経験や技

術を生かした指導
が行われました。

　7月13日、下有知中学校１年生が救急救命講
習会に参加しました。講師は、応急手当普及員の
資格を持った先生が務めました。生徒たちは、グ
ループに分かれて、心肺蘇生法（胸骨圧迫）とＡ
ＥＤの使い方熱心に学んでいました。学んだ知識
を家族や周りの人にも広められるといいですね。

　7月1日、性の多様性について考えるシンポジウ
ムがわかくさ・プラザで開催されました。スーパーグ
ローバルハイスクールの一環でＬＧＢTの研究に
取り組む関高校生が司会や運営を行い、研究活動
を報告しました。市民約50人が参加して、ＬＢＧＴ
への理解を深めました。

ご当地グルメずらり

ダイバーシティに向けて
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
親
子
で
哲
学
対
話
を
体
験
し
よ
う
」

　

答
え
の
な
い
問
い
に
対
し
て
、
お
互
い
の

意
見
を
聴
き
合
い
、
考
え
の
変
化
を
楽
し
み

ま
す
。

■
日
時　

８
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
親
子

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

■
講
師　

せ
き
哲
学
対
話
「
え
ん
」

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

　

24
―
７
７
７
２
）

第
40
回
関
市
民
友
好

職
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
期
間　

９
月
26
日（
水
）～
11
月
28
日（
水
）

■
場
所　

せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
（
関

市
総
合
体
育
館
）

■
種
別　

一
般
男
子
・
一
般
女
子
（
６
人
制
）

■
代
表
者
会
議　

９
月
13
日
（
木
）
午
後
７

時
30
分
～　

せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー

ナ
・
２
―
２
会
議
室

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
（
大
会

費
、
登
録
料
、
保
険
料
を
含
む
）
※
代

表
者
会
議
時
に
集
金
し
ま
す
。

■
申
込
先　

８
月
25
日
（
土
）
ま
で
に
関
市

体
育
協
会
（
せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ

内
☎
23
―
８
５
２
５　

23
―
３
３
８
８
）

関
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　

８
月
15
日
（
水
）
▽
受
付
：
午
前

７
時
30
分
～　

※
小
雨
決
行
（
雨
天
の

際
の
大
会
開
催
可
否
の
確
認
は
事
務
局
・

浅
野
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。）

■
場
所　

中
池
公
園
多
目
的
広
場

■
参
加
資
格　

関
市
在
住
、
又
は
在
勤
で
18
歳

以
上
の
方　

※
初
心
者
歓
迎
。
※
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
ボ
ー
ル
マ
ー
カ
ー
は
貸
出
し
ま
す
。

■
参
加
方
法　

当
日
の
参
加
費
は
無
料
で

す
。
会
場
に
集
合
。（
事
前
の
申
込
不
要
）

■
照
会
先　

関
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局
・
浅
野
（
☎
24
―
０
７
６
３
）

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

９
月
９
日
（
日
）　

▽
全
種
目
＝

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
受
け
付
け
（
参

加
数
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す
る
場

合
あ
り
）
※
雨
天
は
９
月
16
日
（
日
）

■
場
所　

中
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

一
般
男
・
女
、
45
歳
以
上
男
・
女

の
各
ダ
ブ
ル
ス

■
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

方
お
よ
び
市
テ
ニ
ス
協
会
在
籍
の
方

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

■
申
込
先　

８
月
23
日
（
木
）
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
テ
ニ
ス
協
会
（
ワ
ー
ル
ド

ス
ポ
ー
ツ
内
☎
24
―
０
０
１
１
）

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り

■
日
程　

▽
８
月
９
日
（
木
）
九
万
九
千

日
＝
吉
田
観
音　

▽
13
日
（
月
）
関
市

民
花
火
大
会
＝
稲
口
津
保
川
河
畔　

▽

14
日
（
火
）
武
芸
川
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
花
火
大
会
＝
武
芸
川
町
宝
見
橋
武
儀

川
河
畔　

▽
15
日
（
水
）
チ
ン
チ
カ
カ

＝
小
屋
名
津
保
川
河
畔　

▽
17
日
（
金
）

お
十
七
夜
＝
大
門
町　

▽
19
日
（
日
）

千
灯
供
養
＝
高
澤
観
音　

▽
23
日
（
木
）

地
蔵
ま
つ
り
＝
伊
勢
町
～
仲
町

■
照
会
先　

観
光
課
（
☎
23
―
７
７
０
４
）

【
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
】

■
日
程　

▽
８
月
１
日
（
水
）
貴
船
神
社　

▽
3
日
（
金
）
関
市
文
化
会
館 

市
民
広

場　

▽
９
日
（
木
）
吉
田
観
音
参
道　

▽

15
日
（
水
）
本
町
５
丁
目
※
子
ど
も
お
ど

り
コ
ン
ク
ー
ル　

▽
17
日
（
金
）
吉
田
観

音
参
道　

▽
23
日
（
木
）  

本
町
２
丁
目
※

浴
衣
コ
ン
ク
ー
ル　

▽
24
日
（
金
）
わ
か

く
さ
・
プ
ラ
ザ
交
流
プ
ラ
ザ
※
満
月
踊
り

■
開
催
時
間　

午
後
７
時
頃
～
９
時

■
照
会
先　

関
盆
お
ど
り
保
存
会
（（
一
社
）

関
市
観
光
協
会　

☎
23
―
６
７
２
６
）

◆場所　わかくさ・プラザ学習情報館1階・エントランスホール
◆時間　午前9時〜午後9時

エントランスホール作品展

◆休館日  月曜日（休日を除く）  ■照会先  生涯学習課（☎ 23-7777）

小壁面

老いてもぼつぼつ展 YES禁煙、
NO受動喫煙

写遊美濃写真展

関商工高校写真展

関商工高校写真展

8月1日（水）〜10日（金）
8月2日（木）〜9日（木）

8月24日（金）〜29日（水）

8月15日（水）〜21日（火）

8月15日（水）〜21日（火）

広報せき 2018.8関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

 
せき・まちかど工房ギャラリー

■照会先  
せき・まちかど工房を支援する会 （本町2丁目29  ☎46-9589）

午前10時～午後5時

岩田十士写真展

le filrouge 成人式を彩る

中田剛司作陶展

7月31日（火）〜8月5日（日）

8月7日（火）〜12日（日）午前10時30分～午後5時

8月28日（火）〜9月2日（日）
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第
67
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

　

６
月
３
日
に
開
催
し
た
関
市
消
防
操
法
大

会
に
お
い
て
、
洞
戸
第
二
分
団
が
見
事
優
勝

し
、
郡
上
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
67
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
」
に
関
市
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。ぜ
ひ
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
45
分
～

■
場
所　

郡
上
市
明
宝
奥
住
３
４
４
７
―
１

「
め
い
ほ
う
ス
キ
ー
場
」

■
照
会
先　

危
機
管
理
課（
☎
23
―
７
７
３
６
）

第
44
回
関
市
自
治
会
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
期
日　

９
月
２
日
（
日
）・
９
月
30
日
（
日
）

　

 

※
予
備
日　

９
月
９
日
（
日
）

■
場
所　

せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
（
関

市
総
合
体
育
館
）　

※
予
備
日
の
場
合
は

中
池
体
育
館

■
種
目　

▽
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般

男
子
・
一
般
女
子
）　

▽
４
人
制
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
混
合
・
レ
デ
ィ
ー
ス
）

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
に
つ
き　

▽
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
＝
３
０
０
０
円　

▽
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
＝
２
０
０
０
円

■
代
表
者
会
議　

８
月
22
日
（
水
）
午
後
７

時
～　

せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
２

―
１
会
議
室

■
そ
の
他　

申
込
書
は
各
自
治
会
長
へ
広
報

せ
き
８
月
号
と
同
時
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

８
月
16
日（
木
）ま
で
に
、

申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
関
市
体
育
協

会
（
せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
内
☎
23

―
８
５
２
５　

23
―
３
３
８
８
）
ま
た

は
西
部
支
所
、
各
地
域
事
務
所

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

「
関
の
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽

に
お
話
し
で
き
る
場
と
し
て
、
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時　

▽
８
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分

 

・
テ
ー
マ　
「
夏
バ
テ
対
策
に
つ
い
て
話
そ
う
」

 
・
参
加
費　

無
料

▽
８
月
30
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分

・
テ
ー
マ　
「
運
動
会
に
つ
い
て
話
そ
う
」

・
参
加
費　

無
料

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室

　

手
軽
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

に
良
い
ス
ポ
ー
ツ
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
８
日
～
10
月
27
日
の
毎
週
土

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分
ま

で
（
全
８
回
）

■
場
所　

せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
（
関

市
総
合
体
育
館
）
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
ほ
か

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
18
才
以
上
の
方

■
定
員　
20
人（
申
し
込
み
順
で
最
低
人
員
10
人
）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円

■
持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス（
無
い
方
は
１
１
０
円
別
途
必
要
）

■
申
込
方
法　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

関
市
体
育
協
会
（
せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア

リ
ー
ナ
内
）
窓
口
で
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
み
。

■
照
会
先　

関
市
体
育
協
会
（
せ
き
し
ん
ふ

れ
愛
ア
リ
ー
ナ
内
☎
23
―
８
５
２
５　

23
―
３
３
８
８
）

夏
休
み
青
色
申
告
会
フ
ェ
ア

【
夏
休
み
租
税
教
室

「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
て
み
よ
う
」】

■
日
時　

８
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ　

学
習
情
報

館
２
階
研
修
室
２
―
１

■
講
師　

青
色
申
告
会
職
員
ほ
か

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
３
～
６
年
生
ま
で

の
親
子
（
た
だ
し
、
５
、
６
年
生
は
子

ど
も
だ
け
で
も
可
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
組

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
計
算
機
ま
た
は
そ

ろ
ば
ん

【
工
作
教
室
～
ハ
ー
バ
リ
ュ
ー
ム
を
作
ろ
う
】

■
日
時　

８
月
８
日
（
水
）
午
後
３
時
～
４
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ　

学
習
情
報

館
２
階
創
作
実
習
室

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
１
～
６
年
生
ま
で

の
親
子
（
た
だ
し
、
５
、
６
年
生
は
子

ど
も
だ
け
で
も
可
）

■
材
料
費　

１
０
０
０
円

■
定
員　

12
組

■
持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
青
色
申
告
会
（
☎

23
―
６
１
３
１　

※
月
～
金
曜
日　

午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

「
自
然
の
中
で
楽
し
く
遊
ぶ
た
め

の
リ
ス
ク
」
講
座

　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
め
い
っ
ぱ
い

遊
べ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
と
、
万
が

一
の
場
合
の
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
多
目
的
ホ
ー

ル
」（
事
前
申
込
み
不
要
）

■
対
象　

自
然
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
た
い

人
な
ど

■
講
師　

水
崎
貴
久
彦
さ
ん
（
樹
木
医
・
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■
照
会
先　

子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
８
９

６
５
）

広報せき 2018.8 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

体
験
会

　

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
が
親
切
丁
寧
に
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
楽
し
さ
を
教
え
ま
す
。

■
日
時　

①
８
月
10
日
（
金
）
②
８
月
24
日

（
金
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

小
・
中
学
生

■
定
員　

各
日
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

各
日
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・

貸
靴
代
込
）

■
講
師　

①
吉
野
操
プ
ロ
②
肥
田
政
彦
プ
ロ

■
申
込
期
限　

各
日
と
も
前
日
ま
で
に
関
ボ

ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
に
て
申

し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
先　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

（
☎
22
―
４
９
２
２　

22
―
４
９
２
３
）

関
市
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

初
心
者
、
経
験
者
大
歓
迎
。
山
歩
き
の
楽

し
さ
を
関
山
岳
会
が
教
え
ま
す
。

■
日
時　

９
月
16
日
、
30
日
、
10
月
21
日
、

11
月
４
日
、
18
日
の
日
曜
日　

午
前
９

時
～
正
午
ま
で
（
全
５
回
）
※
小
雨
決

行
■
行
き
先　

迫
間
山
な
ど
関
市
近
郊

■
集
合
場
所　

現
地
集
合
（
申
込
者
に
後
日

連
絡
し
ま
す
）

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
18
才
以
上
の
方

■
定
員　
30
人（
申
し
込
み
順
で
最
低
人
員
10
人
）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円

■
持
ち
物　

登
山
が
で
き
る
服
装
（
帽
子
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
登
山
靴
）、
雨
具
、

飲
み
物

■
申
込
方
法　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

関
市
体
育
協
会
（
せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー

ナ
内
）
窓
口
で
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み

■
照
会
先　

関
市
体
育
協
会
（
せ
き
し
ん
ふ

れ
愛
ア
リ
ー
ナ
内
☎
23
―
８
５
２
５　

23
―
３
３
８
８
）

屋
外
広
告
物
講
習
会

■
日
時　

９
月
28
日
（
金
）
▽
受
付　

午
前

９
時
～　

▽
講
習　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

■
会
場　

岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
）
２
階
大

研
修
室
（
岐
阜
市
橋
本
町
１
―
10
―
23

☎
０
５
８
―
２
６
８
―
１
０
５
０
）

■
対
象　

屋
外
広
告
物
の
表
示
及
び
掲
出
物

件
の
設
置
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る

者
又
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
者

■
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

■
受
講
料　

３
０
０
０
円
（
講
習
課
程
の
一

部
免
除
者
は
１
８
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
景
観
課
、
ま
た
は
岐
阜
県

広
告
美
術
業
協
同
組
合
へ
受
講
申
請
書

を
郵
送
も
し
く
は
持
参

※
受
講
申
請
書
は
、
岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同

組
合
の
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間　

８
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

【
当
日
消
印
有
効
】

■
照
会
先　

▽
岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課
（
〒
5
0
0
―

8
7
2
0
岐
阜
市
神
田
町
1
―
11
岐
阜

市
役
所
南
庁
舎
1
階　

☎
０
５
８
―
２

６
５
―
３
９
８
５
）

▽
岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

（
〒
5
0
0
―
8
1
5
4　

岐
阜
市
木
ノ

下
町
5
―
21
―
1　

☎
０
５
８
―
２
４

５
―
４
４
７
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

緑
地
管
理
講
習
会

■
期
日　

９
月
13
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

の
間
の
８
日
間

■
場
所　

中
池
公
園

■
受
講
料　

無
料

■
対
象
者　

55
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
る
就
業
意

欲
の
あ
る
方

■
定
員　

15
人

■
申
込
方
法　

８
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
の
受
講
申
込
書
に

記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

高
齢
福
祉
課
、
各
地
域
事
務
所
、
関
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。）

■
照
会
先　

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
☎
０
５
８
―
２
４
９
―

０
２
２
８　

０
５
８
―
２
４
８
―
９

７
３
０
）
ま
た
は
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
５
―
24
―
５
６

６
６
）

せきしんふれ愛アリーナのお知らせ

8月2日（木）、23日（木）午後7時～9時　※登録料要

8月25日（土）午後1時30分～4時　※参加無料
■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会

8月24日（金）午後7時～8時の部／午後8時～9時の部
※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参
■申込・照会先　8月1日（水）～21日（火）の間に

せきしんふれ愛アリーナ・温水プール（☎23-7762）まで

　

関
市
成
人
学
級
の
講
座
か
ら
生
ま
れ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
今
年
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。
童
謡
、

唱
歌
か
ら
懐
か
し
い
流
行
歌
な
ど
、
み
ん
な
の

好
き
な
歌
を
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
歌
っ
て
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。

■
活
動
日
時　

▽
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日　

午
後

１
時
～
３
時
（
変
更
の
場
合
有
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
２
階
音
楽
室

■
そ
の
他　

見
学
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

コ
ー
ラ
ス
わ
か
く
さ
・
加

藤
（
☎
23
―
４
０
８
２
・
０
８
０
―
３
６
２
２

―
９
８
８
８
）

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
企
画
広
報
課

ま
で

会員
募集

「
コ
ー
ラ
ス
わ
か
く
さ
」

広報せき 2018.8関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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太
極
拳
体
験
講
座

　

体
力
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も

無
理
な
く
で
き
る
健
康
運
動
で
す
。

■
日
時　

①
８
月
23
日
～
９
月
20
日
の
毎
週

木
曜
日　

午
後
１
時
～
２
時
30
分
（
全
５

回
）
②
８
月
20
日
～
９
月
24
日
の
毎
週
月

曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
全
５
回
）

■
場
所　

ア
ピ
セ
・
関

■
定
員　

各
教
室
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

８
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
太

極
拳
関
サ
ー
ク
ル
へ
電
話
に
て
申
し
込

み
。

■
申
込
・
照
会
先　

太
極
拳
関
サ
ー
ク
ル
・

岡
田
（
☎
22
―
２
７
７
８
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

微
生
物
の
力
を
借
り
て
生
ご
み
の
減
量
化

を
図
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
17
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
創
作
実
習
室
」

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込

み
順
）

■
材
料
費　

２
０
０
円

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
１
セ
ッ
ト
代
）

※
当
日
徴
収

■
申
込
・
照
会
先　

環
境
課
（
☎
23
‐
６
７

３
２
）
※
受
付
は
16
日
（
木
）
ま
で

中
濃
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

■
募
集
人
員

　

技
能
労
務
職
員
（
清
掃
員
）
２
名
（
平
成

31
年
４
月
１
日
採
用
）

■
受
験
資
格
（
次
の
全
て
を
満
た
す
方
）

 

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

 

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

 

・
中
型
自
動
車
第
一
種
免
許
を
有
す
る
方

　
（
８
t
限
定
も
可
能
）

■
試
験
日　

▽
第
１
次　

10
月
14
日
（
日
）

▽
第
２
次　

11
月
中

■
試
験
の
内
容　

▽
第
１
次　

適
性
検
査

等
、
作
文　

▽
第
２
次　

面
接

■
受
付
期
間
　
８
月
６
日（
月
）～
31
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

中
濃
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局
に
て
お
渡
し
す
る
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

〒
５
０
１
―
３
２
１
７

関
市
下
有
知
字
赤
谷
５
９
６
０　

中
濃

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合　

事
務
局
（
☎ 

25
―
１
４
１
１

　
http://chunou-kouiki.com

/

）

品目 単位 価格 先月比

キャベツ 1玉 191 円 24 円

大根 1本 194 円 △ 1 円

牛肉（ロース）スライス 100 ㌘ 706 円 110 円

牛乳 紙パック 1㍑ 203 円 △ 11 円

食パン スライス 1斤 161 円 △ 4 円

食用油 キャノーラ油1000㌘ 287 円 0 円

LPG 5 立方㍍ 4,488 円 0円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:7 月 1日）

（価格は消費税込み）△印＝マイナス

7月の平均小売価格 ■
日
時　

８
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
～

　
（
開
場
：
午
後
２
時
）

■
場
所　

ア
ピ
セ
・
関

■
出
演　

ク
ー
ル
・
ア
ミ
、
関
男
声
合
唱
団
、

関
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス
部

■
入
場
料
：
無
料

■
照
会
先　

関
男
声
合
唱
団
・
三
浦
（
☎

０
９
０
―
５
１
０
８
―
８
０
０
４
）

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
企
画
広
報
課

ま
で

催事
案内

「
三
世
代
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

8月5日（日）
9月2日（日）

午前9時～正午
市民課・保険年金課・環境課・

水道お客様センターに係る手続き

8・9月の
市役所休日
窓口開設

■照会先 市民課 
☎23-7700
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関
市
金
婚
式

■
対
象
者　

昭
和
43
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
※
昭
和
42
年
に

結
婚
さ
れ
、
昨
年
の
金
婚
式
に
参
加
さ
れ

な
か
っ
た
ご
夫
婦
も
対
象
と
し
ま
す
。

■
期
日　

10
月
13
日
（
土
）
関
市
民
健
康
福

祉
大
会
で
行
い
ま
す
。

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
ご
夫
婦

は
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
。

■
申
込
・
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―

８
１
２
７　

23
―
７
７
４
８
）

ア
イ
デ
ア
作
品
募
集
！

第
57
回
関
市
発
明
展

　

日
常
生
活
の
中
で
生
ま
れ
た
創
意
工
夫
あ

ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門　
【
小
・
中
学
生
】

　

▽
児
童
生
徒
の
発
明
く
ふ
う
作
品　

▽
未

来
の
科
学
の
夢
絵
画　

▽
未
来
の
刃
物
・

ア
イ
デ
ア
刃
物
（
ユ
ニ
ー
ク
な
刃
物
の

デ
ザ
イ
ン
・
作
品
）
※
作
品
＝
た
て
・

よ
こ
・
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
内
、
重
さ

20
キ
ロ
以
内

　

絵
画
＝
Ｂ
３
判
ま
た
は
４
ツ
切
り
画
用
紙

　
【
個
人
・
企
業
・
高
等
学
校
】

　

▽
一
般
・
女
性
の
発
明
考
案
、
く
ふ
う
作

品
、
生
活
の
知
恵　

▽
商
標
、
サ
ー
ビ

ス
マ
ー
ク
、
社
標
、
企
業
名
刺　

▽
賛

助
出
品
（
審
査
対
象
外
）

■
締
め
切
り　

９
月
６
日
（
木
）

■
応
募
・
照
会
先　

岐
阜
県
発
明
協
会
関
支

会
事
務
局
（
商
工
課
☎
23
―
６
７
５
２
）

身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
所
巡
回

相
談
（
肢
体
不
自
由
）

　

身
体
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、
補
装
具

（
車
い
す
や
義
肢
等
）
の
支
給
の
判
定
な
ど

に
つ
い
て
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ　

総
合
福
祉

会
館　

３
階
会
議
室

■
申
込
先　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
福
祉

政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３
２　

23
―
７

７
４
８
）

平
成
30
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

な
ど
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

■
日
時　

10
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
40
分

■
試
験
会
場　

岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
８
―
２
７
１
―
３
４
５
０

■
願
書
受
付
期
間　

８
月
20
日
（
月
）
～
９

月
７
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

■
出
願
書
類　

①
認
定
試
験
願
書
・
履
歴
書

②
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
１
通

③
写
真
２
枚
（
無
帽
・
正
面
上
半
身
・
縦
５

㎝
横
５
㎝
）
※
受
験
資
格
の
有
無
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
８
１
２
６
）

関市立篠田桃紅美術空間

会期：7月6日（金）─ 9月24日（月・祝）
関市役所・北庁舎7階（☎ 23-7756）
開館時間：午前9時～午後4時30分
休 館日： 月曜日、祝日の翌日
　　　   （ただし8月12日は開館）

「ようこそ！桃紅さんのせかいへ8」展

今月のアートタイム

　夏休みこども企画「ようこそ！桃紅さんのせかい
へ」を今夏も開催します。今回は、“ 朱色 ” を取り
上げ、モノクローム画面を彩る朱の魅力を紹介しま
す。会場内では、ミニワークショップやクイズなど
鑑賞のヒントとなるコーナーを設け、子供はもちろ
ん、大人も楽しく観ながら作品を味わえる空間をつ
くります。

作家名：篠田桃紅
作品名：表情
制作年：2002年

素　材：墨、朱、プラチナ地、和紙
サイズ：65.0×151.0（㎝）

広報せき 2018.8関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ



33

停
電
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

確
認

　

中
部
電
力
の
「
き
ず

な
ネ
ッ
ト
」
ア
プ
リ
に

登
録
（
無
料
）
す
る
と
、

停
電
情
報
や
天
気
情
報
、

地
震
・
津
波
情
報
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
通
知

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
部
電
力
㈱
（
☎
０
１
２
０
―

９
８
５
―
２
３
２
）

高
速
特
急
名
古
屋
線
が
よ
り
便
利
に

　

名
古
屋
へ
の
通
勤
・
通
学
に
便
利
な
高
速

特
急
名
古
屋
線
が
、
７
月
14
日
か
ら
上
下
各

一
便
増
便
さ
れ
ま
し
た
。
行
き
帰
り
の
時
間

の
選
択
肢
が
増
え
て
、
よ
り
便
利
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

■
増
便　

▽
上
り（
名
古
屋
行
き
）関
シ
テ
ィ

タ
ー
ミ
ナ
ル
午
前
６
時
33
分
発

▽
下
り
（
関
・
美
濃
行
き
）
名
鉄
バ
ス
セ
ン

タ
ー
午
後
６
時
00
分
発

■
照
会
先　

岐
阜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
☎
０

５
８
―
２
６
６
―
８
８
２
２
）

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
日
頃

か
ら
十
分
な
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
窓
や
雨
戸
な
ど
を
補
強
す
る
。

②
非
常
用
品
を
準
備
す
る
。

③
家
族
で
緊
急
連
絡
手
段
や
避
難
場
所
を
確

認
す
る
。

④
近
所
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
助
け
合
う
関
係
を
築
く
。

⑤
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難
す
る
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

40
歳
過
ぎ
た
ら
受
け
よ
う
！

『
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
』

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
か
ら
74

歳
の
方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
予
防
を
目
的
と
す
る
『
特
定
健
診
（
身

体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
、
医

師
診
察
）』『
特
定
保
健
指
導
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。
受
診
券
は
５
月
末
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
も

し
く
は
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん
検
診
も
一
緒

に
受
診
で
き
ま
す
（
個
別
健
診
の
場
合
は
、

医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）。
受
診
方

法
の
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

健
診
後
は
結
果
に
応
じ
て
、
特
定
保
健
指

導
を
ご
案
内
し
ま
す
。
病
気
を
予
防
す
る
た

め
、
保
健
師
・
栄
養
士
が
毎
日
の
生
活
を
見

直
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
費
用

　

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
に
よ
る
受
診
の
お
願
い
に
つ
い
て
】

　

特
定
健
診
を
よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
８
月
中
に
委
託
業
者
か

ら
電
話
に
よ
る
受
診
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

（
☎
０
１
２
０
―
９
４
７
―
２
１
９
）
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
照
会
先　

保
険
年
金
課
（
☎
23
―
７
７
０

１
）

お
願
い
!!
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ

ル
は
、
は
が
し
て
出
し
て
ね
!!

　

こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
付
い
て
い
る

ラ
ベ
ル
は
、
は
が
さ
な
い
で
出
し
て
も
よ
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
品
質
の

高
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
た
め
、
ラ
ベ

ル
を
は
が
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
は
が
し
た

ラ
ベ
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ
と
同
じ
よ
う
に
燃
や

せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

環
境
課
（
☎
23
―
６
７
３
３
）
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平
成
30
年
度
中
濃
地
域
障
が
い
者

就
職
合
同
面
接
会

　

障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
中
濃
地
域
に
あ
る
企
業

30
社
が
参
加
予
定
。

■
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
障
が
い
者
と

し
て
仕
事
探
し
の
申
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
申
込
み
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
。
来
春
学
校
卒
業
予
定
の
方
で

就
職
を
希
望
さ
れ
る
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
ま
た
は
取
得
予
定
の
方
。

■
日
時　

９
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４

時
25
分
（
受
付
は
午
後
０
時
か
ら
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ　

学
習
情
報

館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料　

※
事
前
予
約
必
要

■
申
込
・
照
会
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
（
☎

22
―
３
２
２
３
）

関市の人口
（7月１日現在）

 89,177 人（- 17 人）

男 43,654 人（- 29 人）

女 45,523 人（＋ 12 人）

世帯数 35,205 世帯  （＋    6 世帯）

※（　）は前月比

平成 30 年度
6 月の収集量 (kg)

① 平成 30 年度
4月〜6月の収集量(kg)

【参考】② 平成 26 年度
4 月〜 6 月の収集量 (kg)

現在の削減量(kg)
①－②

1,241,850 3,916,050 4,092,210 176,160　減

平成３０年度ごみ削減目標値１,１２５トンを目指します！

【現在の削減状況】

　6月は７４トン削減され、６月までで１７６トンの削減となりました。

暑さが厳しくなる中、水分を摂る機会が多くなりペットボトルの消費が増えると思われま

す。ペットボトルを捨てるときは、キャップを取り、ラベルはできるだけはがして資源ご

みとして出していただきますようご協力お願いします。

※ 1,125 トンは、平
成 26 年度比 7％相
当分になります。
※数値について小数
点以下は四捨五入

削減目標1,125トン
6月まで：176トン減

目標達成まで

あと949トン

～平成３２年度までに平成26年度比１０％削減～

照会先 環境課（☎23-6733）

900トン

600トン

300トン

 

8月のプラネタリウム投影 8月の市民天体観望会　
日 時

テーマ
場 所
料 金

定 員
お知らせ

日 時
テーマ
場 所
内 容

料 金

定 員
参加方法

8月18日（土）・19日（日）
①午前10時～　②午前11時10分～
③午後1時30分～　④午後3時～
＊投影時間は約40分。受付入場開始時間
は各投影開始時刻の15分前から。予約は
できません。順に並んでお待ちください。
「宵の空に見える金星・木星・土星・火星」
学習情報館3階　コスモホール
一般300円、65歳以上の方・高校生150
円、中学生以下・障がい者の方（付き添
い一人）無料＊団体割引あり（大人20名以上）
各回100人（定員に達し次第締め切り）
午前10時の回のみ団体予約を受け
付けます。人数は、20人以上50人ま
で。詳しいことは相談に応じます。
10日前までにご連絡ください。

照会先　まなびセンター（☎23-7760）

8月18日（土）午後7時～8時30分
「月と火星・木星・土星を見よう」
学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外で
の天体観望。
一般300円、65歳以上の方・高校生
は150円、中学生以下・障がい者の
方（付き添い一人）無料
100人（定員に達し次第締め切ります。）
予約はできません。受付入場開始
は午後6時30分から。（遅れての参
加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでの
テーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。

税・料の納付

月8
市県民税

国民健康保険税
保育料

留守家庭児童教室使用料
住宅使用料　介護保険料

後期高齢者医療保険料

納付期限：8月31日(金)

広報せき 2018.8関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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24-2525

桜本町2 丁目 8月の休館日 6日(月)、13日(月)、20日（月）、27日（月）

24-2529

若草通2 丁目

場　所

日　時

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

3日(金) 大ホール Shoko Summer Meeting 午前9時30分

4日(土) 大ホール 第267回市民の劇場　劇団四季ファミリーミュージカル
「魔法をすてたマジョリン」 午後4時

8日(水) 小ホール 第268回市民の劇場 キッズシアター
シアター・トレ公演「ぐっすり おやすみ」  午後2,時

11日(土・祝) 市民ロビー アフタヌーンコンサート
それいゆ／弦楽カルテット＆ピアノカルテット 午前11時

22日(水)〜25日(土) 市民ロビー
ホワイエ 関の工場参観日インフォメーション会場 午前9時

※行事・日時など一部変更されることがあります。8月の主な行事

8月の休館日 6日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）

図書館イベントは“参加費無料”ですが、予約が必要です。図書館カウンターまたは電話、
FAX、E-ma i lでお申し込みください。  ☎24-2529  23-7780   l ib@city.seki .gifu. jp

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：4日・11日・18日・25日　いずれも午後2時～2時30分/読み手：どんぐり
日曜日：5日・12日・19日（読書の日）・26日　いずれも午後2時～2時30分/読み手：かみふうせん、職員（19日）
木曜日：9日・23日（0～1歳児対象）・16日（2～3歳児対象）　いずれも午前10時30分～11時/読み手：てくてく

8月の
おはなし会

   

8月24日（金）

午前11時～11時40分（小学校１～３年生対象）

午後2時～2時40分（小学校４～６年生対象）

9月1日（土）午後5時10分～6時
9月5日（水）午後1時30分～3時

図書館内　おはなしコーナー

図書館内　閲覧スペース
わかくさ・プラザ学習情報館

2 階「ギャラリー」

小学生（午前１～３年生向け、午後４～６年生向け）

各回 20 人

一般 30 人

日　時
日　時

日　時

内　容

内　容

内　容

場　所

場　所
場　所

対　象

定　員

対　象 定　員

講　師

講　師

講　師

ビブ ラウラさん（午前）、 バーンズ マークさん
（午後）（関市 AET（英語指導助手））

今宮商会

（編成：Ａｓ．Ｔｓ．Ｔｐ．Ｇｔ．Ｐｆ．Ｂ．Ｄｒ） 今井  春昭さん（岐阜地理学会会長・
中部学院大学経営学部教授）

夏休みに、“英語”のお話会をします！英語の読
み聞かせや簡単なゲームなど、 楽しみながら生
きた英語に触れられる時間です。ぜひどうぞ！

スウィング・ボサノバ・ラテンとス

タンダードナンバーを中心にＪａｚ

ｚの楽しさをビッグコンボでお届

けします。

岐阜の知名度は全国の中でも低い方
ですが、全国屈指の食文化を誇って
います。山国の豊かさを実感しま
しょう。

English Story Time ～英語でお話会～
（子どもの夢を育む講座シリーズ第2期③）

Ｈａｐｐｙ Ｊａｚｚ Ｅｖｅｎｉｎｇ 岐阜を見直そう！山国の食文化
＜中部学院大学シリーズ第4期⑥＞

8月の
おはなし会

◆日にち：8月4日(土)
◆開場：午後3時30分    開演：午後４時
◆チケット：全指定席　
   Ｓ席：一般5,000円    小学生以下3,000円
   Ａ席：一般3,000円    小学生以下2,000円

◆日にち：8月8日(水)　◆会場：小ホール
◆開場：午後１時30分  開演：午後2時
◆チケット：全自由席  一般2,000円
　中学生以下1,000円  親子鑑賞券2,500円(一般1枚に中学生以下1枚)

◆日にち：９月17日(月・祝)
◆開場：午後1時30分
　開演：午後2時
◆チケット：全自由席
　一般1,000円　中学生以下500円
◆発売開始：
　8月10日（金）

◆日にち：9月23日（日）
◆開場：午後1時30分
    開演：午後2時
◆場所：武芸川生涯
　学習センター
◆チケット：
　全席指定 1,500円
◆発売開始：
　8月17日（金）

◆日にち：9月9日(日)   ◆会場：大ホール
◆開場：午後1時30分  開演：午後2時　◆チケット：一般2,000円
    中学生以下1,000円親子鑑賞券2,500円(一般1枚に中学生以下1枚)
◆発売開始：8月2日(木)

◆日時：9月2日（日）午前10時～午後3時　◆講師：劇団うりんこ俳優
◆場所：関市文化会館小ホール　◆対象：小学校1年生～6年生（定員30名）
◆参加費：無料　　◆持ち物：お弁当、お茶、タオル
◆申し込み：文化課で受付中

　からだ・あたま・こころを使って楽しむ“シアターゲーム”で集中力、創造力、発想力を育
てよう。新しいお友だちと出会って仲良くなろう。他の人のすごいところ、わたしのすごい
ところが見つかるよ。

第267回市民の劇場 第268回市民の劇場 キッズシアター

第269回市民の劇場
メランジェ合奏団

武芸川地域市民の劇場

「ぐっすり  おやすみ」

芹　洋子オンステージ

「風を見たかい？」

キッズシアター関連ワークショップ　参加者募集！
シアターゲームで友だち力ＵＰ↗↗↗ Vol.3

関市文化会館開館40周年記念市民の劇場

有料

有料

好評発売中

夏休み中の図書館開館時間の延長 実施期間　7月24日（火）～8月26日（日）
開館時間　平日＝午前9時30分～午後8時　（朝30分早く開館。）
　　　　　土・日曜・祝日＝午前9時30分～午後6時　（朝30分早く開館、1時間延長開館。）
　　　　　   ※7月24日～8月26日の間「ひまわりを咲かせよう（小学生まで）」を行います。

　わかくさ・プラザの関市立図書館では、市内小・中学校の
夏休み期間に合わせて、次のとおり開館時間を延長します。

図書館イベント参加者募集

好評発売中

小学生以上対　象

広報せき 2018.8 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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しあわせ ヘルス だより

関市保健センター
☎ 24-0111

23-6757

照  会  先（市 民 健 康 課）
武芸川保健センター

☎ 46-2899
洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

sekiフィットネススタジオ

◆照会先

◆日時
◆場所
◆内容

◆定員

◆対象者

◆持ち物
◆受講料

市民健康課（☎24-0111）

8月24日（金）　午前9時30分～11時30分
関市保健センター
講義、簡単フィットネスチェック

当日先着30名　※予約不要、定員になり次第受付を終了

関市在住の方
（ただし、治療中の病気がある方は、主治医の許可を得

た上で、ご参加ください。また、当日の血圧測定の結果、
血圧が高い場合は、実習を見合わせていただきます。）

室内用運動シューズ、運動のできる服装、汗拭きタオ
ル、飲み物

無料

　筋力やバランス能力など、自分の体を知って楽しく運動しよう！

関市武芸川健康プール

◆時間
◆内容

◆開催日

◆参加費

◆照会先

午後4時～5時
超音波流水マシンを活用して、運動効果や血行促進効果
を体験

8月1日・8日・15日・22日・29日（水曜日）
8月3日・10日・17日・24日・31日（金曜日）

無料　
※施設使用料が別途必要。一回につき
▽一般＝400円　▽高校生＝200円
▽65歳以上、障がい者、小中学生＝100円

武芸川健康プール（☎45-0133）
※詳細は、指定管理者：ハマダスポーツ企画・トータル
　バランス共同事業体ホームページをご覧ください。
　（www.hamada-sports.com/mugegawa/）

超音 波 流 水プール 体 験企画開 催

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業＝ 1P

『ヘルスアップ教室』inむげがわ

◆日時
◆場所
◆内容

◆定員◆対象
◆持ち物
◆申込先

①8月17日（金）　②8月31日（金）  午後1時30分～3時30分
武芸川保健センター
①フラダンス「あなたもフラガール」　②栄養学「食べ方講座」

30人（先着順）おおむね74歳までの市民
タオル、飲み物、運動のできる服装
前日までに武芸川保健センター（☎46-2899）
▽年間スケジュールは市のホームページをご覧ください。

　バランス♥ボディケアで美しい姿勢に改善！

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業＝ 1P

なるほど！健康講演会

◆内容
◆講師
◆日時と場所

◆申込先

講演「食の安全～食中毒予防は家庭での実践から」
関保健所生活衛生課職員

8月21日（火）関市保健センター
8月24日（金）武芸川保健センター
時間はいずれも午前９時30分～10時30分（申込必要）

市民健康課（関市保健センター）（☎24-0111）、
武芸川保健センター（☎46-2899）

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業＝ 2P

「平成30年度せき＊企業対抗ミリオン
ウオーキング」参加チーム募集

◆参加できる人

◆参加方法

◆申込期限
◆取組期間
◆照会先

関市内の企業、官公庁、施設などで働いている方。
年齢は問いません。

参加を希望されるチームは、市民健康課へご連絡く
ださい。
※FAXまたはメールでも受付します。申込書の様式
　はホームページからダウンロードできます。

平成30年10月12日（金）
平成30年9月1日～11月30日の間の連続した30日間

市民健康課（☎24-0111、 　23-6757）
　hoken-c@city.seki.lg.jp

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業

　誰でも手軽に取り組めるウオーキングで健康づくりに取り組ん
でみませんか？
　５人一組のチームで、歩いた歩数の合計を競います。上位チー
ムは表彰をします。まずは、エントリーをしてください。
　この機会に歩く習慣を身につけましょう。

ヘルスアップ運動教室参加者大募集！

◆日時

◆場所
◆内容

◆対象

◆定員

◆申込先

◆受講料

9月20日～11月８日までの毎週木曜日（全8回）
午後1時30分～3時30分
関市保健センター
運動指導専門員による有酸素運動、筋力トレーニングな
ど。初心者の方にもできる、自宅で手軽にできる運動です。
74歳以下の関市民（原則8回とも参加できる方）
ただし、治療中の病気がある方は、主治医の許可を得た上
でのご参加となります。
30名　※定員を超えた場合は抽選。抽選結果・詳細案内
　　　　 は後日郵送します。

8月31日までに市民健康課へ（☎24-0111）

無料

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業＝ 1P

　運動を始めてみたい方、週１回の教室から体験してみませんか？

ヘルシークッキングせき

◆内容
◆日時

◆定員

◆申込先

関市保健センター

9月6日（木） 午前10時～午後1時
健康ミニ講座、500キロカロリーバランスメニューとヘ
ルシーおやつの調理実習

市民健康課　☎24-0111　  23-6757

◆場所
30人（先着順）

8月31日（金）まで

300円

◆受付期間
◆参加費
◆持ち物 エプロン、三角巾（バンダナ等）、筆記用具

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業＝ 2P
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

8/5 関 中 央 病 院（ 平成通 2 丁目 ☎ 22-0012）ほ っ た 歯 科 医 院（ 貸 上 町 ☎ 22-2111）

11 岡 田 医 院（ 本 町 5 丁 目 ☎ 22-2078）本 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク（ 西 木 戸 町 ☎ 24-6480）

12 しのだファミリークリニック（ 美 濃 市 生 櫛 ☎ 31-3011）間 宮 歯 科 医 院（ 片 倉 町 ☎ 22-1159）

19 真 鍋 内 科（ 寿 町 1 丁 目 ☎ 24-0115）森 歯 科 医 院（ 富 之 保 ☎ 49-2761）

26 美 濃 病 院（ 美濃市中央 4 ☎ 33-1221）やたべデンタルクリニック（ 十 三 塚 南 ☎ 25-2050）

8
月
の
休
日
診
療
当
番※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）岐阜県広域災害救急医療情報システム（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）

成人健康相談

こころの健康相談

●日時・場所　
　8 月 14 日（火）
　午後 1 時 20 分～ 3 時 30 分
　関市保健センター
●相談員　専門医師、保健師
●予約先　市民健康課（関市保健センター）
　　　　　　( ☎ 24-0111)
　　　　　関保健所（☎ 33-4011）
　うつ病、アルコール依存症、
　引きこもりなどでお悩みの方
　ご相談ください。

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

種  別 場所（対象地域） 日 時間 内容など

すこやか相談 関市保健センター（全地域） 22 日（水） 午後1時～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

子どもの心の相談 関市保健センター（全地域） 22 日（水） 午前9時～ 心理相談員によることばやこころの相談（予約が必要）

乳幼児
健康相談

関市保健センター（関） 31 日（金） 午前9時～10時 身体計測・育児相談　担当主任児童委員：田原・瀬尻

武芸川保健センター（武芸川） 27 日（月） 午前10時～11時
午後1時～2時

身体計測・育児相談
洞戸ふれあいセンター（洞戸） 16 日（木） 午前9時30分～11時

板取保健センター（板取） 10 日（金） 午前9時30分～11時

上之保保健センター（上之保） 23 日（木） 午前9時30分～11時

場所（照会先） 日 時　間 内　容

関市保健センター  （☎ 24-0111） 24 日（金） 午前9時～11時

血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、
保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要です。）

武芸川保健センター  （☎ 46-2899） 27 日（月） 午後1時30分～2時30分

洞戸保健センター （☎ 0581-58-2204） 16 日（木） 午後1時30分～3時

板取保健センター  （☎ 0581-58-2204） 10 日（金） 午後1時～2時30分

上之保保健センター ( ☎ 40-0020) 23 日（木） 午後1時～3時

8 月の乳幼児相談

8 月の関市健診
　8 月の関市健診の日程は、受診券と同封している案内チラシでご確認ください。

―　救いたい あなたの未来 私から　―

献血にご協力を

毎年、血液が不足しないよう、若い時から献血のご協力をお願いします！
※８月中に献血を実施する会場はございませんが、大型店舗等で急遽、実施することに
　なった場合は、関市ホームページでお知らせします。

せき＊しあわせヘルスマイレージ対象事業（２Ｐ）
☆３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は
　採血できません。ご注意ください。

9月21日（金）  関信用金庫本店（東貸上）　午前9時～正午

9月21日（金）  めぐみの農業協同組合（若草通）
午後1時30分～4時

広報せき 2018.8

託児つきクッキング体験「食育タイム」

◆日時
◆対象
◆受付期間

◆申込先

◆持ち物◆内容
◆場所

9月14日（金）　午前10時30分～午後1時
市内在住の妊娠中・子育て世代の保護者の方。（託児は申し込
み時に受付しますが人数に限りがあります。）

9月4日（火）まで。抽選後、結果を郵送します。

市民健康課（☎24-0111、  23-6757）

エプロン、三角巾（バンダナ等）、筆記用具、母子手帳

◆参加費◆定員 300円25人（抽選）

食育のお話、調理実習とランチタイム
関市保健センター

せき＊しあわせヘルスマイレージポイント対象事業 =2P



　●高齢者相談（各地域包括支援センター）
　中央第１☎ 23-0660 ＜安桜・倉知＞
　中央第２☎ 23-5320 ＜旭ヶ丘・下有知＞
　中央第３☎ 28-2208 ＜瀬尻・広見・千疋・小金田・保戸島＞
　中央第４☎ 24-8580 ＜富岡・田原・桜ヶ丘＞
　東☎ 40-1237 ＜富野・武儀・上之保＞
　西☎ 45-1007 ＜板取・洞戸・武芸川＞
　月～土曜日　午前 9 時～午後 5 時
　※お住まいの地区の包括支援センターにご相談ください。
●生活困窮に関する相談（☎ 21-1001）※電話予約が必要
　月～金曜日（祝日を除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　※月曜日は午後 5 時まで　総合福祉会館１階「生活支援相談室」
●生活なんでも相談
　 ▼毎週土曜日（専任相談員）（☎ 23-8885）
　　①午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分　②午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　　総合福祉会館 1 階生活支援相談室
　 ▼毎週月～金曜日（社協職員）（☎ 23-3229）
　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　総合福祉会館社協本部・支所窓口
●人権（悩みごと）相談（☎ 23-7777）

　 ▼  7 日（火）午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●心身障がい者（児）総合相談（☎ 23-9032）
　 ▼ 19 日（日）午前 10 時～正午  総合福祉会館 1 階「生活訓練室」
●心の健康相談（☎ 21-5566）※事前予約が必要

　 ▼ 20 日（月）午後 2 時～、3 時 10 分～、4 時 20 分～ （1 日 3 人まで）
　 　かざぐるまサポートセンター（稲口 774-1）

●家庭児童相談（☎ 22-1154）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前 9 時～午後 4 時　関市保健センター内
●母子父子寡婦・女性相談（☎ 22-1154）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前 9 時～午後 4 時　関市保健センター内
●ＤＶ電話相談（☎ 25-1489）
　毎週木曜日　午後 0 時 30 分～ 4 時　手をつなぐ女たちの会

日 関　地　区 武芸川地区

8/4 山 田 設 備 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

5 ア テ イ ン ム ラ イ （ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

11 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

12 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

18 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058 -384 -0312） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

19 山 中 工 務 店 （ 小 瀬 ☎ 4 6 - 8 1 1 6 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

25 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

26 早 川 水 道 工 業 （ 明 生 町 5 丁 目 ☎ 2 2 - 2 8 9 5 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

8/4 マ ス ヤ 設 備 工 業 （ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575 -34 -0586）

5 西 部 設 備 （ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787） 美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575 -33 -0537）

11 漆 畑 商 店 （ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581 -57 -2727）

12 加 納 水 道 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） 吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581 -36 -3847）

18 加 藤 設 備 工 業 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ） ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581 -58 -8228）

19 石 原 設 備 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ） ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581 -57 -2725）

25 三 和 水 道 （ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ） 吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581 -52 -2038）

26 マ ス ヤ 設 備 工 業 （ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575 -34 -0586）

8月の水道当番

8月の各種無料相談案内

●法律相談（弁護士）（☎ 23-6706）
　前日に電話予約（午前 8 時 30 分～市民課・先着 8 人）
　 ▼  9 日（木）・16 日（木）・23 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●行政相談（☎ 23-6706）
　 ▼  2 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎ 058-263-6580）
　 ▼  21 日（火）午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」
●不動産に関する相談（☎ 23-6706）
　 ▼  14 日（火）午後 1 時～ 4 時　総合福祉会館 1 階「1-1 相談室」

●教育相談（関市ふれあい教室☎ 23-7773、まなびセンター☎ 23-7760）
　火～日曜日　午前 9 時～午後 4 時（学習情報館 3 階）
●婚活サポートセンター (ハッピークローバー )
　中央公民館（わかくさ・プラザ内）（☎ 23-7776）
　 ▼  3 日（金）午後 1 時～ 3 時 30 分
　　※ 17 日は結婚相談をお休みします。
　 ▼  11 日（土）・26 日（日）午前 9 時～ 11 時 30 分
　洞戸ふれあいセンター（ほらどキウイプラザ内）および武儀生涯学習センター
　 ▼  3 日（金）午後 1 時～ 3 時 30 分　　26 日（日）午前 9 時～ 11 時 30 分

●内職就業相談（☎ 23-7377）
　毎週水曜日　午前 10 時～午後 3 時
　市役所北庁舎 2 階「みんなの就職サポートセンター」
●消費生活相談（☎ 23-6752）
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前 9 時～午後 4 時
　商工課（消費生活相談室）
●介護就職デイ in せき（介護職に関する相談）（☎ 22-3223）
　10 日（金）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
　ハローワーク関 2 階会議室・2 階面接室

発行／岐阜県関市　編集／企画広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail kikaku@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.lg.jp/
「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。

「市政へのご意見（市民の声）」については企画広報課までお寄せください。　電話・ファクス共通番号（☎ 0575-23-7007）
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